
角田獅子舞「かがり火舞」見納め
元日午前 0 時すぎ、角田獅子舞による「かがり火舞」が披
露されました。大勢の人が訪れるも、27 回目となる今回で
見納めとなりました。（関連記事：2、3 ページ）
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た
こ
と
か
ら
、
昭
和
48
年
５
月
に
角
田

獅
子
舞
保
存
会
を
設
立
。
後
継
者
育
成

や
保
存
伝
承
な
ど
の
具
体
的
方
策
の
検

討
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
今
後
の
後
継
者
を
小
学

校
高
学
年
と
し
て
保
存
会
が
そ
の
指
導

に
当
た
る
こ
と
と
し
、
角
田
小
学
校
や

町
内
会
へ
の
協
力
要
請
、
子
ど
も
用
獅

子
頭
や
道
具
一
式
の
購
入
、
資
金
の
調

達
方
法
な
ど
次
々
と
決
め
ら
れ
着
実
に

実
行
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
人
々
や
各
関
係
機
関
の
全
面

的
な
支
援
と
協
力
の
中
、
夏
休
み
中
の

特
訓
を
受
け
た
角
田
小
学
校
５
・
６
年
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栗
山
の
郷
土
芸
能
「
角
田
獅
子
舞
」

（
泉
晴
夫
保
存
会
代
表
）
に
よ
る
「
か

が
り
火
舞
」
が
、
元
日
午
前
０
時
す
ぎ

か
ら
角
田
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
４
年
か
ら
続
け
ら
れ
て
き
た
伝

統
行
事
で
す
が
、
保
存
会
の
会
員
数
の

減
少
な
ど
か
ら
27
回
目
と
な
る
今
回
を

最
後
に
見
納
め
と
な
り
ま
し
た
。

地
元
有
志
の
熱
意
で

　

角
田
獅
子
舞
は
、
古
く
か
ら
四
国
讃

岐
地
方
に
伝
わ
る
二
人
立
ち
の
讃
岐
獅

子
で
、
昭
和
28
年
に
地
元
有
志
の
熱
意

で
一

い
っ
ち
ゃ
ん巳
村
（
現
深
川
市
）
か
ら
導
入
。

同
年
の
角
田
神
社
秋
祭
り
で
初
め
て
角

田
神
社
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
来
、
角
田
獅
子
舞
は
一
巳
村
か
ら

指
導
者
を
招
く
な
ど
内
容
を
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
近
郊
の
祭
典
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
に
も
出
演
し
、
角
田
の
郷
土

芸
能
と
し
て
保
存
伝
承
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

地
域
ぐ
る
み
で
保
存
伝
承

　

昭
和
38
年
、
役
場
庁
舎
の
栗
山
市
街

移
転
に
よ
り
、
過
疎
化
の
流
れ
が
急
速

に
進
み
、
若
者
の
転
出
に
よ
る
後
継
者

不
足
、
加
え
て
指
導
者
の
高
齢
化
な
ど

に
よ
り
将
来
へ
の
保
存
伝
承
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

早
期
に
対
策
を
立
て
る
必
要
が
あ
っ

今後は子どもたちへの指導を中心に

角田獅子舞保存会
指導部長　永田　英隆さん（67 歳）

　角田獅子舞保存会の指導部長である永田英
隆さんに、今後のことなどをお聞きしました。
　　かがり火舞の出演者は
　猩々１人、獅子役２頭×２人で４人、太鼓、
笛、鉦

かね

で10人の計15人の出演者が必要です。
　　会員の状況は
　10 年前の約 40 人をピークに現在は 15 人
前後まで落ち込み、年齢も 50・60 代が中心
で体力的にも厳しくなり、出演者確保がさら
に困難な状況になりました。
　　保存会としての今後の活動は
　今後はイベントなどの出演はやめ、角田小
学校の子どもたちに指導し、角田神社の秋祭
りで演舞してもらう保存継承活動に一層力を
入れる予定です。まずはここまで続けること
ができたことに感謝したいです。角田以外の
方でも興味のある方であればどなたでも構わ
ないので連絡してほしいと思います。もしも
今後、会員数が増えることになればかがり
火舞の復活を検討していきたいと思ってい
ます。

元日の
伝統行事

角
田
獅
子
舞

生
に
よ
る
角
田
獅
子
舞
を
そ
の
年
の

秋
祭
り
に
初
め
て
披
露
。
新
調
さ
れ

た
獅
子
頭
、
か
わ
い
ら
し
い
中
に
も

き
び
き
び
と
し
た
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
獅
子
舞
は
故
郷
の
温
も
り
、
心
の

安
ら
ぎ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
と
大

好
評
と
な
り
ま
し
た
。

　

元
号
が
昭
和
か
ら
平
成
に
変
わ
る

頃
、
子
ど
も
の
頃
に
獅
子
舞
を
経
験

し
て
い
た
若
者
が
加
入
し
た
こ
と
で

息
を
吹
き
返
し
、
平
成
４
年
元
旦
、

第
１
回
「
か
が
り
火
舞
」
で
大
人
獅

子
舞
が
20
年
ぶ
り
に
復
活
。
以
来
27

回
に
わ
た
り
毎
年
行
わ
れ
、
そ
の
他

た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
演
し
て

き
ま
し
た
。

大
切
な
郷
土
芸
能
の
復
活
を
願
っ
て

　

27
回
目
、
最
後
と
な
っ
た
当
日
は
境

内
に
か
が
り
火
が
灯
さ
れ
、
幻
想
的
な

雰
囲
気
の
中
で
中
国
の
諸し

ょ
か
つ葛

孔こ
う
め
い明

が
猛

獣
を
使
う
難
敵
を
打
ち
破
っ
た
と
さ
れ

る
戦
い
に
由
来
す
る
と
い
う
口
上
の

後
、
酒
に
酔
い
な
が
ら
２
頭
の
獅
子
と

猩し
ょ
う
じ
ょ
う々が

繰
り
広
げ
る
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ

れ
る
舞
い
を
披
露
。
２
０
０
人
を
超
え

る
初
詣
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
木
古
内
町
か
ら
訪
れ
た

村
上
洋
子
さ
ん
は
「
初
め
て
来
ま
し
た

が
、
す
ご
く
迫
力
が
あ
っ
て
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
で
最
後
に

な
っ
て
し
ま
う
の
は
寂
し
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
地
域
の
風
物
詩
と
し
て
行

わ
れ
て
き
た
角
田
獅
子
舞
「
か
が
り
火

舞
」。
今
後
は
さ
ら
な
る
人
手
不
足
と

高
齢
化
に
伴
い
、
郷
土
芸
能
を
は
じ
め

と
す
る
町
の
伝
統
行
事
の
存
続
が
危
惧

さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
記
事
を
契
機
に
、
皆
さ
ん
も

こ
れ
か
ら
の
伝
統
行
事
の
あ
り
方
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

27
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す

「
か
が
り
火
舞
」



　
　
新
成
人
を
迎
え
て

　
こ
こ
ま
で
の
時
間
は
本
当
に
早
か
っ

た
で
す
。
た
く
さ
ん
の
方
に
い
た
だ
い

た
お
祝
い
の
言
葉
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら

ま
た
心
を
新
た
に
し
、
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
友
人
と

の
会
話
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す

し
、
懐
か
し
く
な
っ
て
自
然
と
笑
顔
に

な
り
ま
し
た
。

　
　
相
手
の
こ
と
を
想
え
る
人
に

　

私
自
身
社
会
人
３
年
目
と
な
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
周
り
を
見
れ
て
い
な

か
っ
た
り
、
自
分
が
子
ど
も
だ
な
と
思

う
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
大
人
と
し
て
未

熟
な
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
今

よ
り
も
も
っ
と
成
長
し
て
、
仕
事
で
も

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
頼
ら
れ
、
相
手
の

事
を
想
え
る
よ
う
な
素
敵
な
人
に
な
る

の
が
目
標
で
す
。

　
　
未
成
年
の
方
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

皆
さ
ん
に
は
「
今
」
し
か
で
き
な
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
時
間
は
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
し
ま
う
の
で
、
家
族
、
友
達
、

大
切
な
人
と
過
ご
す
「
今
」
を
大
切
に
、

こ
れ
か
ら
待
ち
受
け
る
困
難
に
も
立
ち

向
か
い
、
自
分
の
人
生
を
悔
い
の
な
い

よ
う
楽
し
ん
で
進
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

成
人
式
実
行
委
員
長
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

成人式実行委員長
佐々木　麻由さん

　

平
成
30
年
の
栗
山
町
成
人
式
が
１
月

７
日
、カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

で
行
わ
れ
、
あ
で
や
か
な
晴
れ
着
や

ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
１
２
２

人
が
大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。

　

式
典
で
椿
原
紀
昭
町
長
は
「
若
い
力

と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
も
っ
て
、
何
事

に
も
果
敢
に
挑
戦
し
、
夢
の
実
現
に
向

か
っ
て
邁
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

新
成
人
を
激
励
。
新
成
人
代
表
の
平
澤

智
騎
さ
ん
と
渡
邉
あ
み
さ
ん
は
「
新
成

人
と
し
て
目
標
を
持
ち
、
そ
れ
に
向

か
っ
て
前
進
し
、
町
の
発
展
、
日
本
の

発
展
へ
と
自
分
た
ち
の
若
い
力
を
存
分

に
発
揮
し
、
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
て

い
き
ま
す
」と
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が
上
映
さ
れ
、

学
生
時
代
の
担
任
教
諭
な
ど
９
人
が
登

場
。
当
時
の
思
い
出
や
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
る
と
、
新
成
人
た
ち

か
ら
大
き
な
歓
声
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て

今
年
１
年
間
、
本
町
の
応
援
大
使
を
担

う
こ
と
と
な
っ
た
北
海
道
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
宮
西
尚
生
選
手
と
淺

間
大
基
選
手
も
ス
ク
リ
ー
ン
に
登
場
。

新
成
人
１
２
２
人
が
笑
顔
の
門
出

新
成
人
に
「
常
に
大
人
と
し
て
の
行
動

を
し
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。

成人式実行委員会
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成人式の開催に向け、新成人の中心となり準備
を進めてきた実行委員の皆さん（写真右）。

また、実行委員長（写真下）の佐々木麻由さん
には新成人を迎えた今の心境や、これからの目
標などを聞きました。

※新成人の写真は 32 ページの裏表紙にも掲載し
ています。

栗山町成人式

二十歳の門出
羽ばたけ若人たち



・所得税の申告を必要としない方で給与・事業・
不動産などの収入がある方（給与のみで年末調
整済みの方を除く）

・  国民健康保険に加入している方（収入のない方、ま
たは少ない方でも国民健康保険税の低所得者に対す
る軽減措置は、申告がなければ対象になりません）

・事業を営む方で、所得金額が所得控除の合計額
よりも多い方

・給与所得者で、給与所得や退職所得以外の所得
合計が 20 万円を超える方

・給与を 2 カ所以上から受け、年末調整をされな
かった給与の収入額と、給与所得や退職所得以

外の所得合計が 20 万円を超える方
・公的年金などに係る雑所得の金額から所得控除を

差し引くと残額がある方 ( ただし、公的年金等の
収入金額が 400 万円以下であり、かつ、公的年
金などにかかる雑所得以外の所得金額が 20 万円
以下である場合には、確定申告は必要ありません )

申告で用意するもの3

町道民税の申告が必要な方2

所得税の確定申告が必要な方1

　所得税の確定申告、町道民税の申告の
時期が近づいてきました。期日までに、
正しく忘れず申告しましょう。
　申告内容は個人によって異なります。
申告の仕方や書類など、ご不明な点があ
りましたらお気軽にご相談ください。

【相談・問い合わせ】
岩見沢税務署　
☎ 0126-22-0810
町税務課課税グループ　
☎ 73-7505

□印鑑（シャチハタ不可）
□マイナンバーがわかるもの
□収入の分かる書類（給与・年金のある方は源泉

徴収票）
□税務署から申告書を送付された方はその申告書
□本人名義の銀行など口座番号がわかるもの（税

金が還付になる方）
□所得控除を受ける方は次の書類
＜医療費控除＞
　医療費の明細書（事前に作成が必要）、セルフメ

ディケーション税制の明細書（事前に作成が必要）
＜社会保険料控除＞
　社会保険任意継続保険料、国民年金保険料 ( 控

除証明書の添付が必要 )、国民健康保険税、介
護保険料、後期高齢者医療保険料などの領収書
または証明書

＜生命保険料、地震保険料＞
　各種控除証明書
＜住宅借入金等特別控除＞
　登記全部事項証明書、売買契約書または請負契

約書、住宅取得資金にかかる借入金の年末残高
等証明書など

＜障害者控除＞
　障害者手帳、療育手帳、障害者控除対象者認定

書などの確認ができるもの
※介護保険の要介護認定（要支援は除く）を受け

ている 65 歳以上の方は、障害者手帳等の交付
を受けていない場合でも、「障害者控除対象者
認定書」の交付により、障害者控除の対象とな
ります。

申告期間

2/16㈮
3/15㈭

●平　日

●休　日
月　日 時　間 場　所

2 月 25 日㈰
8：30 ～ 12：00 役場（1 階）税務課⑧番窓口

3 月   4 日㈰ ☎ 73-7505

月　日 時　間 場　所
  　2 月 16 日㈮～ 8：30 ～ 12：00 役場（1 階）税務課⑧番窓口
  　3 月 15 日㈭の平日 13：00 ～ 17：15 ☎ 73-7505

2 月 28 日㈬ 9：00 ～ 12：00 南部公民館
13：00 ～ 15：00 ☎ 75-2111

3 月 1 日㈭ 9：00 ～ 12：00 角田農村環境改善センター
13：00 ～ 15：00 ☎ 72-6040

※ 2 月 28 日と 3 月 1 日は出張申告相談、2 月 25 日と 3 月 4 日は休日申告のため、非常に混雑します。
※事業所得、不動産所得、譲渡所得のある方は、岩見沢税務署でご相談ください。

申告相談日 時間に余裕をもってお越しください

　

医
療
費
控
除
が
変
わ
り
ま
す

〇
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
創
設

〇
医
療
費
通
知
（
医
療
費
の
お
知
ら
せ
）
の

　

添
付
に
よ
る
申
告
が
可
能

〇
領
収
書
の
添
付
が
不
要

※
領
収
書
は
５
年
間
保
管
の
必
要
が
あ
り
ま

す
。
次
の
①
か
②
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
医
療
費
控
除

　

医
療
費
か
ら
総
所
得
金
額
の
５
％
を
引
い

た
額
ま
た
は
医
療
費
か
ら
10
万
円
を
引
い
た

額
の
ど
ち
ら
か
低
い
額
を
適
用
し
、
控
除
上

限
額
は
２
０
０
万
円
ま
で
と
な
り
ま
す
。

・ 

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
作
成
は
従

来
通
り
必
要

②
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

　

特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費（
※
）か
ら

１
万
２
千
円
を
引
い
た
額
で
控
除
上
限
額
は

８
万
８
０
０
０
円
ま
で
と
な
り
ま
す
。

・
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明

細
書
」
の
作
成
が
必
要

・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
を
受
け

る
に
は
健
康
診
断
や
が
ん
検
診
な
ど
の
一

定
の
取
り
組
み
が
わ
か
る
も
の（
結
果
通

知
書
や
領
収
書
）の
コ
ピ
ー
添
付
が
必
要

（
※
）特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費

医
師
に
よ
っ
て
処
方
さ
れ
る
医
薬
品
か
ら

薬
局
な
ど
で
購
入
で
き
る
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品

に
転
用
さ
れ
た
医
薬
品
の
購
入
費
を
い
い

ま
す
。

お早めに！忘れずに！

税の申告

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す

　

昨
年
度
の
確
定
申
告
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー（
個
人
番
号
）の
記
載
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。
申
告
の
際
に
は
以
下
の
物
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
】

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

い
方
】

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る
書
類
（
住
民

票
の
写
し
ま
た
は
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
）

○
身
元
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー

ト
、
保
険
証
な
ど
の
う
ち
１
つ
）

　　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
用
も
可
能
で
す

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、画
面
の
案
内
に
従
っ

て
金
額
な
ど
を
入
力
す
る
だ
け
で
、
税
額
が

自
動
計
算
さ
れ
確
定
申
告
書
を
自
宅
で
簡
単

に
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
作
成
し
た

申
告
書
な
ど
は
、
税
務
署
に
郵
送
な
ど
に
よ

り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
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消
防
庁
長
官
表
彰　

■
感
謝
状

　
元
栗
山
消
防
団
副
団
長　

田
鎖　

充
雄

　

元
栗
山
消
防
団
班
長　

高
杉　

文
浩

北
海
道
知
事
表
彰　

■
表
彰
状
（
勤
続
20
年
）

　

第
２
分
団
班
長　
　
　

藤
森　

洋
貴

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

則
武　

悠
司

　

第
３
分
団
団
員　
　
　

中
島　

豊
浩

■
表
彰
状
（
勤
続
10
年
）

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

蛇
谷　

慎
也

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

水
上　

信
吾

　

第
３
分
団
団
員　
　
　

伊
藤　

寛
人

　

第
３
分
団
団
員　
　
　

安
藤　

一
也

　

第
３
分
団
団
員　
　
　

岡
村　

貴
義

北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

■
特
別
功
績
章

　

第
２
分
団
分
団
長　
　

早
苗　

雄
二

　

第
３
分
団
部
長　
　
　

松
本　

俊
一

■
勤
続
章
（
勤
続
20
年
）

　

第
２
分
団
班
長　
　
　

藤
森　

洋
貴

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

則
武　

悠
司

　

第
３
分
団
団
員　
　
　

中
島　

豊
浩

■
勤
続
章
（
勤
続
10
年
）

　

第
１
分
団
団
員　
　
　

吉
田　

啓
二

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

水
上　

信
吾

　

災
害
の
な
い
穏
や
か
な
年
を
願
う

　

新
春
恒
例
の
南
空
知
消
防
組
合
栗
山

消
防
団
（
永
田
英
隆
団
長
）
の
出
初
め

式
が
１
月
６
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
火
災
の
な
い
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
祈
願
す
る
「
出
初

は
し
ご
の
り
」
を
、
元
中
西
外
科
医
院

を
は
じ
め
、
町
内
９
カ
所
で
実
施
。
同

団
第
１
分
団
の
団
員
が
高
さ
約
６
メ
ー

ト
ル
の
は
し
ご
に
登
り
、
威
勢
の
良
い

か
け
声
と
と
も
に
最
上
段
で
両
手
足
を

広
げ
る
な
ど
の
妙
技
を
披
露
し
、
集

ま
っ
た
近
隣
住
民
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
駅
前
通
り
で
第
１
分

団
か
ら
第
３
分
団
の
団
員
と
救
急
車
や

は
し
ご
車
な
ど
の
消
防
車
両
が
分
列
行

進
を
実
施
。
続
く
式
典
で
は
、
田た

鎖
ぐ
さ
り

充み
つ
お雄
元
副
団
長
に
消
防
庁
長
官
表
彰
が

贈
ら
れ
る
な
ど
延
べ
32
人
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
永
田
団
長
は
「
皆
さ
ん
の
協

力
で
昨
年
の
火
災
は
一
昨
年
よ
り
も
２

件
少
な
い
４
件
で
し
た
。
災
害
の
な
い

穏
や
か
な
年
に
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。 

　

第
３
分
団
団
員　
　
　

伊
藤　

寛
人

　

第
３
分
団
団
員　
　
　

安
藤　

一
也

北
海
道
消
防
協
会
空
知
地
方
支
部
長
表
彰

■
功
績
章

　

第
３
分
団
部
長　
　
　

清
水　

嘉
則

■
勤
続
章
（
勤
続
25
年
）

　

第
１
分
団
部
長　
　
　

渋
谷　

俊
昭

　

第
２
分
団
班
長　
　
　

都
築　

輝
昭

　

第
３
分
団
班
長　
　
　

村
岡　

信
春

■
勤
続
章
（
勤
続
15
年
）

　

第
１
分
団
班
長　
　
　

中
井　

浩
輝

　

第
１
分
団
班
長　
　
　

大
旗　
　

修

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

髙
野　

龍
一

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

藤
島　

利
充

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

中
川　

和
政

　

第
３
分
団
団
員　
　
　

橋
本　

克
己　

■
勤
続
章
（
勤
続
５
年
）

　

第
１
分
団
団
員　
　
　

森　
　

茂
樹

　

第
１
分
団
団
員　
　
　

野
村　

和
範

　

第
３
分
団
団
員　
　
　

水
木　

祐
一

（
敬
称
略
）

栗
山
消
防
団

出
初
式

丸山紘司さん（中央 4）

全
国
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
表
彰

表
彰　
功
績
を
た
た
え
て

北
海
道
教
育
美
術
展

奨
励
賞

　

平
成
29
年
度
の
全
国
社
会
福
祉
大
会

に
お
い
て
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
会
長
の
丸
山
紘
司
さ
ん
（
74
歳
）
に

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
１
月
16
日
に
役
場
会
議

室
で
伝
達
式
を
実
施
。
丸
山
さ
ん
は
24

年
に
渡
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
の
活
躍
や
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
会
長
と
し
て
、
組
織
活
動
強
化
や

後
進
育
成
な
ど
に
も
努
め
ら
れ
、
本
町

の
地
域
福
祉
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
丸
山
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
。
今
後
も
地
域
福
祉
活
動
に
ま
い

進
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

第
44
回
北
海
道
教
育
美
術
展
の
奨
励

賞
に
角
田
小
学
校
２
年
生
の
蛇
谷
陽ひ

ろ路

さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
同
展
は
全

道
各
地
の
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小
学

校
、
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品
を

集
め
た
道
内
最
大
級
の
作
品
展
と
な
っ

て
お
り
、
応
募
総
数
は
絵
画
や
版
画
計

１
４
４
６
３
点
。「
遊
び
や
生
活
な
ど

か
ら
の
興
味
、
関
心
を
思
い
の
ま
ま
に

表
現
し
て
い
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
小
学

校
２
年
生
か
ら
は
15
人
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
を
描
い
た
蛇
谷
さ

ん
は
「
受
賞
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

蛇谷陽路さん（角田小 2 年）

出
初
式
表
彰
者



北海道日本ハムファイターズ開幕戦
「OPENING GAMES 2018」 3/31 ㈯・4/1 ㈰ ご招待！

平成 30 年の「北海道 179 市町村応援大使」市町村に選定された、栗山町の町民が札幌ドーム
で開催される開幕戦「OPENING GAMES 2018」にご招待されることとなりました。
2018 栗山町応援大使の宮

み や に し

西尚
な お き

生選手、淺
あ さ ま

間大
だ い き

基選手を札幌ドームで応援しよう！
【対象日程】

　 試合日　    試合開始　　枚数　　　　　　席種　　　　　　  対戦相手　　　　  場所
3 月 31 日㈯　14：30　　100 枚　　  　　C 指定席　　　　　vs. 埼玉西武　　　
4 月 31 日㈰　14：00　　100 枚　　※塁側は選べません。　 ライオンズ
※席種は変更される場合があります。

【対象者】栗山町民（中学生以下保護者同伴）
※ 4 歳以上からチケットが必要になります。（4 歳未満でも座席を確保する場合にはチケッ　
　トが必要です）

【申込】役場・総合福祉センター「しゃるる」・農村環境改善センター・南部公民館・まちの駅「栗
夢プラザ」・カルチャープラザ「Eki」に備え付けの申込用紙にご記入いただき、下記申込先
へ直接持参または FAX・郵送で送付いただくか、申込内容を電話またはメールで申込先まで
ご連絡ください。（持参および電話の受付は、平日 8：30 ～ 17：15 に限ります）

※申込用紙は町ホームページからもダウンロードできます。
【注意事項】
・申込は４人まで、試合日ごと 1 人１枚のみとし、同一人を含む申込は無効とします。
・申込多数の場合は抽選とします。
・両日の申込も可能ですが、先に抽選する日程で当選した場合、後の日程の抽選では除外させ
   ていただきます。ただし、申込人数が定員に満たなかった場合は、この限りではありません。
・抽選結果は当選したグループの代表者にのみ郵送でお知らせします。２月末ごろを予定しています。
※バスをご用意します（バス代 1,500 円）。希望される方は申込時にお知らせください。発着
　地は役場になります。
※チケットの受取方法・バス利用の詳細は、当選時にご案内させていただきます。

【申込締切】2 月 19 日㈪　17 時 15 分まで
【申込先】町経営企画課地域政策グループ

　☎ 73-7502　FAX 72-3179　メール tiikiseisaku-g@town.kuriyama.hokkaido.jp

札幌ドーム

町の特徴をデザインしたトートバッグ
を制作する企画を行っています。企画
に賛同される皆さんから 1 口 2,000 円
で目標金額 20 万円の協賛が集まれば、
オリジナルトートバッグが制作されま
す！なお、集まらなければ支払いは発
生しません。申込は 2 月 15 日㈭から。
下記申込サイトよりお申込みください！（主催：日本ハムファイターズ）

【申込サイト】　http://kibidango.com/page/jimotote2018
※インターネットの利用ができない方で申込を希望される方は、町
　経営企画課地域政策グループ☎ 73-7502 へご相談ください。

1 月 7 日㈰にカルチャープ
ラザ「Eki」で開催された成人
式に応援大使からメッセー
ジが届きました。また、等
身大パネルも登場しました。
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【問い合わせ】　
　町環境政策課
　環境政策グループ
　☎ 73-7511

　

冬
期
間
の
ご
み
収
集
は
、
大
雪
や
吹

雪
・
悪
路
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
測
の

事
態
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
冬
期
間
の
安

定
し
た
ご
み
収
集
作
業
を
行
う
た
め
に

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
不
可

欠
と
な
り
ま
す
。
無
理
の
な
い
範
囲
で

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
悪
天
候
の
日
は
、
な
る
べ
く
ご
み
を

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

大
雪
や
吹
雪
な
ど
悪
天
候
の
日
は
、

視
界
不
良
や
悪
路
に
よ
り
、
ご
み
収
集

作
業
が
大
幅
に
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
無
理
な
く
安
全
に
収
集
作
業
を
行

う
た
め
に
、
悪
天
候
の
日
に
は
可
能
な

範
囲
で
ご
み
出
し
を
控
え
、
次
回
収
集

日
に
排
出
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
聞
紙
な
ど
紙
類
の
資
源
物

や
衣
類
な
ど
は
雪
で
濡
れ
て
し
ま
う
と

有
償
で
の
取
り
扱
い（
売
却
）が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
有
価
物
も
、
天

候
を
考
慮
し
た
排
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
鳥
獣
対
策
を
お
願
い
し
ま
す

　

冬
場
は
カ
ラ
ス
や
小
動
物
の
え
さ
が

少
な
く
、
ご
み
が
荒
ら
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
く
な
り
ま
す
。
動
物
に
生
ご
み
袋

が
つ
つ
か
れ
ご
み
が
散
乱
す
る
と
、
収

集
作
業
に
大
変
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
に
合
わ
せ
て

次
の
よ
う
な
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
金
属
製
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合

・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　

製
の
衣
装
ケ
ー
ス
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー

　

ル
の
箱
を
設
置
す
る

・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
下
部
や
側
面
の
部

　

分
に
板
を
張
る

●
ネ
ッ
ト
の
場
合

・
カ
ラ
ス
の
く
ち
ば
し
が
通
ら
な
い
程

　

度
の
網
目
が
細
か
い
ネ
ッ
ト
を
使
う

・
ご
み
袋
が
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
ご

　

み
全
体
を
包
み
込
む
よ
う
に
覆
う

・
ネ
ッ
ト
に
鎖
な
ど
で
お
も
り
を
つ

け
、
風
な
ど
で
め
く
れ
た
り
、
カ
ラ

ス
が
く
ち
ば
し
で
持
ち
上
げ
る
こ
と

を
防
ぐ

　

ま
た
、
ご
み
出
し
の
時
間
や
曜
日
を

守
る
こ
と
も
鳥
獣
対
策
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
み
出
し
ル
ー
ル
の
順
守
に
つ
い

て
、改
め
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
冬
期
間
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

　
　



ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

道央廃棄物処理組合焼却施設設置に係る生活環
境影響調査結果の縦覧及び意見の提出について
　道央廃棄物処理組合が建設を計画している焼却施設に係る生活環境影響調査結果を縦覧します。
また、施設建設に関して利害関係のある方（周辺に居住または事業を営んでいる方）から
生活環境に関する意見書を募集します。

【縦覧期間】
　2 月 9 日㈮～ 3 月 8 日㈭
　8：30 ～ 17：15
※土日祝日は除きます。

【縦覧場所】
・町環境政策課（新庁舎 2 階）
・道央廃棄物処理組合事務局・ホームページ
   (http://www.douou53kumiai.jp/)

【意見の提出方法】
　道央廃棄物処理組合ホームページまたは縦覧
場所に設置してある意見書（指定用紙）に記入
して、右のいずれかの方法で提出

●持参
　道央廃棄物処理組合施設課
●郵送
　〒 066-0012
　千歳市美々 758-54　千歳市環境センター内　
　道央廃棄物処理組合施設課　
●ＦＡＸ
　0123-23-0053
●Ｅメール
　info@douou53kumiai.jp

【意見の提出期間】
　3 月 9 日㈮～ 3 月 22 日㈭必着

 応 援 大 使 と 一 緒 に ジ モ ト ー ト で「 じ・ も・ と 」 を 応 援 し よ う！ 成 人 式 に 応 援 大 使 か ら
メッセージ ! パネルも登場 !



こんにちは！　私たち栗山青年会議所ですNo.73
　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
今
年
度

未
来
の
力
創
生
委
員
会
委
員
長
を

務
め
ま
す
、
仲
野
拓
郎
で
す
。
１

年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　

当
委
員
会
で
は
今
年
度
大
き
く

２
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
事

業
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
青
少

年
の
健
全
育
成
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
醸
成
、
経
済
発
展
へ
の
寄

与
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
と
密
接
す

る
多
様
な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
地

域
住
民
同
士
の
交
流
や
地
域
の
新

た
な
魅
力
を
発
見
す
る
機
会
を
各

関
係
団
体
と
と
も
に
創
り
、
ス
ポ
ー

ツ
の
楽
し
さ
や
新
た
な
可
能
性
を

皆
さ
ん
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
会
員
の
拡
大
で

す
。
栗
山
青
年
会
議
所
は
創
立
以

来
、
多
い
時
で
は
60
人
ほ
ど
の
メ

ン
バ
ー
が
在
籍
し
て
い
ま
し
た
が
、

近
年
は
20
人
前
後
の
会
員
数
へ
と

推
移
し
て
い
ま
す
。
我
々
の
運
動

事
業
を
さ
ら
に
広
域
へ
と
拡
大
さ

せ
る
た
め
に
も
、
南
々
空
知
４
町

（
栗
山
町
、
長
沼
町
、
由
仁
町
、
南

幌
町
）
の
若
者
た
ち
と
出
会
う
交

流
会
や
、
講
演
会
な
ど
を
実
施
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
町
を
想
う
多
く
の
仲

間
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

以
上
２
つ
の
運
動
事
業
を
当
委

員
会
中
心
に
、
栗
山
青
年
会
議
所

メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ
て
１
年
間

精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の

で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　

異
業
種
が
集
い
地
域
の
未
来
の

た
め
に
日
々
考
え
、
行
動
す
る
栗

山
青
年
会
議
所
に
あ
な
た
も
ぜ
ひ

入
会
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

・
栗
山
Ｊ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ま
お
い 

　

https://w
w

w.kuriyam
a-jc.jp/

戦
改
称
）」
36
世
帯
男
女
２
１
１
人

の
入
地
式
。
そ
の
積
雪
極
寒
の
入
植

地
は
、「
東
山
部
落
」
と
呼
称
。
情

け
容
赦
な
く
雪
が
吹
込
む
掘
建
て
小

屋
で
、
家
族
肌
寄
せ
合
う
開
拓
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
東
山
開
拓
地
は
、
農
業
に
不
利
な
傾

斜
地
の
眠
れ
る
密
集
樹
林
と
凍
て
つ
く

大
地
。
帰
農
者
は
、
農
業
未
経
験
の
官

吏
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
商
人
や
技
術
者

が
多
く
開
拓
は
至
難
の
業
で
し
た
。

　
戦
時
下
の
疎
開
帰
農
か
ら
「
戦
後
緊

急
開
拓
」
に
統
合
さ
れ
た
後
も
、
角
田

村
か
ら
栗
山
町
に
お
け
る
開
拓
の
先
駆

け
で
あ
る
「
拓
北
農
民
隊
」
の
歴
史
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
数

少
な
い
85
歳
余
の
戦
禍
体
験
を
語
る
こ

と
で
き
る
そ
の
時
の
入
植
者
は
、
街
の

歴
史
証
人
で
す
。
ふ
る
さ
と
栗
山
は
、

開
拓
１
３
０
年
の
歴
史
を
刻
む
年
を
迎

え
ま
す
。（
高
倉
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
町
史
編
さ
ん
室

　

☎
�
７
８
２
０

こんにちは！ 町史編さん室ですNo.20

戦
時
下
の
「
拓
北
農
兵
隊
」
東
山
開
拓

　

戦
時
下
の
73
年
前
、
昭
和
20

（
１
９
４
５
）
年
３
月
10
日
・
・
。

「
東
京
大
空
襲
」
は
、
一
夜
に
し
て

死
者
10
万
人
以
上
。
罹
災
者
は
、

１
０
０
万
人
を
超
え
ま
し
た
。　

　

北
の
朝
空　

希
望
に
明
け
て
ゆ
く
よ

　

わ
れ
ら
の　

開
拓
戦
士

　

拓
く
沃
土
に　

新
生
活
の

　

君
に
幸
あ
れ　

栄
え
あ
れ

　
　
　
　
　
　
（
拓
北
農
兵
隊
の
歌
）

　

こ
の
壮
途
歌
声
は
、
敗
戦
前
夜
の

同
年
７
月
10
日
、
上
野
駅
の
出
来
事

で
す
。
東
京
大
空
襲
、
戦
火
の
巷
か

ら
難
民
の
よ
う
な
罹
災
者
の
群
れ
は
、

津
軽
の
海
を
越
え
３
０
０
里
、
北
海

道
へ
集
団
帰
農
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
陣
は
、
２
４
９
世
帯

１
１
３
９
人
「
拓
北
農
兵
隊
」
と
命

名
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
「
拓
北

農
兵
隊
角
田
隊
」
52
世
帯
が
、
７
月

９
日
大
福
座
（
現
・
７
区
町
内
会
）

で
心
温
ま
る
蘇
生
の
食
事
を
し
、
角

田
村
鳩
山
バ
ラ
ッ
ク
三
角
兵
舎
で
安

堵
の
忘
れ
ら
れ
な
い
一
夜
と
な
り
ま

し
た
。
１
カ
月
後
、
８
月
15
日
に
悲

惨
な
戦
争
は
、
天
皇
陛
下
の
ラ
ジ
オ

放
送
で
終
わ
り
を
告
げ
ま
し
た
。
角

田
村
到
着
か
ら
僅
か
４
カ
月
余
り
、

冬
め
く
11
月
20
日「
拓
北
農
民
団（
終

３
年
な
の
で
い
よ
い
よ
最
後
の
１
年

と
な
り
ま
す
。

　

最
近
、
任
期
が
終
わ
っ
た
ら
ど
う

す
る
の
？
と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
増

え
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

高
橋
・
石
井
は
栗
山
町
で
の
起
業
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

栗
山
町
内
外
の
若
者
が
集
う
、
地

元
産
品
に
こ
だ
わ
っ
た
料
理
を
提
供

す
る
カ
フ
ェ
＆
バ
ー
と
、
町
外
の
若

者
が
気
軽
に
宿
泊
で
き
る
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
。

　

起
業
の
準
備
や
ら
お
店
の
改
築
や

ら
は
じ
め
て
の
こ
と
だ
ら
け
で
つ
ま

づ
い
て
ば
か
り
で
す
が
、
何
と
か
形

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

カ
フ
ェ
＆
バ
ー
と
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
設
立
を

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊ですNo.20
　

今
回
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
高
橋

が
担
当
し
ま
す
。

　

栗
山
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

な
っ
て
二
度
目
の
冬
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
昨
年
も
感
じ
ま
し
た
が
、
今

年
も
雪
が
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
年
々
雪
が
少
な
く

な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
？
も
し

か
し
た
ら
数
十
年
後
、
北
海
道
の
冬

の
風
景
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
で
す
ね
。

　

私
た
ち
も
も
う
す
ぐ
協
力
隊
任
期

２
年
目
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
は

明
る
い
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て

東山開拓 50 周
年記念誌より

”

“

新メンバー募集！
栗山町の魅力を全国に発
信し、訪問者増加やまち
の知名度向上を目指す地
域おこし協力隊「くりや
まちょうＰＲ隊」を追加
募集します。
詳しくは町ホームページ
をご覧ください。

特
殊
詐
欺
に
注
意
！

昨
年
、
道
内
で
は
３
０
７
件
の
特

殊
詐
欺
に
よ
る
詐
欺
被
害
が
あ
り
、

約
６
億
６
千
万
円
が
だ
ま
し
取
ら
れ

ま
し
た
。

近
年
、
特
殊
詐
欺
の
手
口
が
さ
ら

に
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。

【
特
殊
詐
欺
の
種
類
】

●
振
り
込
め
詐
欺（
オ
レ
オ
レ
詐
欺
・

架
空
請
求
詐
欺
・
融
資
保
証
金
詐

欺
・
還
付
金
詐
欺
）

●
金
融
商
品
な
ど
の
取
引
を
名
目
と

し
た
詐
欺

●
異
性
交
際
あ
っ
せ
ん
を
名
目
と
し

た
詐
欺

●
ギ
ャ
ン
ブ
ル
必
勝
法
な
ど
の
情
報

提
供
を
名
目
と
し
た
詐
欺

　

最
近
で
は
、
現
金
の
振
り
込
み
以

外
に
も
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
で
プ
リ
ペ
イ
ド
型
の
電
子
マ

ネ
ー
を
購
入
さ
せ
、
カ
ー
ド
に
書
い

て
あ
る
番
号
を
教
え
る
よ
う
指
示
し

て
金
を
だ
ま
し
と
る
例
も
出
て
き
て

い
ま
す
。

【
特
殊
詐
欺
へ
の
対
策
】

◆
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」
と

言
わ
れ
た
場
合
も
、
以
前
か
ら
連

絡
を
取
っ
て
い
た
番
号
に
掛
け
て

み
る

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
場
合
、ま
ず「
電

話
番
号
が
変
わ
っ
た
」
な
ど
と
相

手
を
だ
ま
し
、
そ
の
後
詐
欺
を
行

い
ま
す
。

◆
家
族
し
か
知
ら
な
い
合
言
葉
を
考

え
る

　

怪
し
い
電
話
が
来
た
と
き
の
た
め

に
、
家
族
だ
け
が
わ
か
る
合
言
葉

を
決
め
ま
し
ょ
う
。

◆
常
に
留
守
番
電
話
に
す
る

　

詐
欺
グ
ル
ー
プ
は
、
声
を
録
音
さ

れ
る
こ
と
を
嫌
が
り
ま
す
。

特
殊
詐
欺
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
パ

タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
不
審
な
電
話

や
メ
ー
ル
な
ど
が
届
い
た
ら
、
一

旦
落
ち
着
い
て
警
察
に
通
報
し
ま

し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
住
民
生
活
課

　

生
活
安
全
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
０

生活 ・ 安全　　安全で安心なまちを目指して　
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※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

「
な
み
だ
目
」
に
つ
い
て　
そ
の
１

齋
藤　
秀
文

　

町
民
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。　

本
日
は
外
来
中
に
患
者
さ
ん
か
ら
の

相
談
が
多
い
「
な
み
だ
目
」
に
つ
い
て

書
こ
う
か
と
思
い
ま
す
。
悲
し
く
な
い

の
に
い
つ
も
涙
が
出
て
困
る
。
外
に
出

た
ら
涙
が
出
て
見
づ
ら
く
な
っ
て
困

る
。
眼
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
涙
が
出
て
き

て
困
る
な
ど
訴
え
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

原
因
と
な
る
病
気
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、
ま
ず
は
涙
が
出
る
し
く
み
を

説
明
し
ま
す
。

　

涙
が
出
る
仕
組
み

　

涙
は
確
か
に
悲
し
く
な
い
の
に
常
に

分
泌
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
律
神
経
の
命

令
で
寝
て
い
る
間
は
あ
ま
り
分
泌
さ
れ

な
い
の
で
す
が
、
朝
起
き
る
と
目
を
開

け
る
関
係
で
徐
々
に
目
が
乾
か
な
い
よ

う
に
分
泌
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
日
中
の

活
動
を
終
え
る
と
夕
方
以
降
徐
々
に
涙

の
量
は
減
り
、
日
中
の
1/4
～
1/5
の
量
に

減
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、

涙
の
分
泌
に
は
日
内
変
動
が
あ
る
の
で

す
。
分
泌
さ
れ
た
涙
は
結
膜
や
角
膜
を

潤
し
た
後
に
、
鼻び

る
い
か
ん

涙
管
と
い
う
ト
ン
ネ

ル
を
通
っ
て
鼻
に
抜
け
て
い
き
ま
す
。

悲
し
い
と
き
に
涙
が
出
て
鼻
水
が
出
る

の
は
こ
の
涙
が
鼻
に
通
る
か
ら
で
す
。

　

鼻び

涙る
い
か
ん
へ
い
そ
く

管
閉
塞
症し

ょ
うに

注
意

　

こ
の
鼻
涙
管
が
つ
ま
る
病
気
を　

鼻び

涙る
い
か
ん管
閉へ
い
そ
く塞
症し
ょ
うと
い
い
ま
す
。
生
ま
れ

つ
き
詰
ま
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
が
、

加
齢
に
従
い
、
な
み
だ
目
が
ひ
ど
く
な

る
の
は
、
感
染
が
原
因
と
し
て
多
い
よ

う
で
す
。

　

点
眼
加
療
を
し
て
も
改
善
し
な
い
場

合
に
は
、
涙
管
シ
リ
コ
ン
チ
ュ
ー
ブ
挿

入
術
と
い
う
手
術
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
た
だ
、
点
眼
も
目
薬
を
さ
し
た
後

に
目
頭
の
部
分
を
自
分
の
指
で
マ
ッ

サ
ー
ジ
（
涙る

い
の
う嚢

マ
ッ
サ
ー
ジ
）
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
な
い
と
、
薬

が
鼻
涙
管
の
奥
ま
で
達
し
な
い
の
で
点

眼
の
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
目
薬
を
も

ら
っ
て
さ
し
て
い
る
け
ど
な
か
な
か
治

ら
な
い
と
お
っ
し
ゃ
る
患
者
さ
ん
に
こ

の
涙
嚢
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
指
導
し
て
改
善

す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
の

で
、
目
薬
が
な
か
な
か
効
か
な
い
と
い

う
方
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
試
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

目
薬
の
治
療
で
改
善
し
な
い
場
合
は

手
術
と
な
り
ま
す
。
涙
管
シ
リ
コ
ン

チ
ュ
ー
ブ
挿
入
術
は
詰
ま
っ
て
し
ま
っ

た
鼻
涙
管
に
や
わ
ら
か
い
シ
リ
コ
ン
で

で
き
た
チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ
て
狭
く
な
っ

た
管
を
拡
張
す
る
手
術
で
す
。
入
院
の

必
要
は
な
く
日
帰
り
で
行
っ
て
い
ま

す
。
麻
酔
は
局
所
麻
酔
で
す
。
詰
ま
っ

た
場
所
の
癒
着
の
程
度
に
よ
り
時
間
が

ど
の
く
ら
い
か
か
る
か
決
ま
り
ま
す
。

入
れ
た
チ
ュ
ー
ブ
は
３
カ
月
く
ら
い

入
れ
て
お
き
ま
す
が
、
２
週
間
に
一

度
く
ら
い
涙
嚢
洗
浄
に
通
院
が
必
要

で
す
。
こ
の
治
療
を
行
っ
て
改
善
す

る
の
は
７
割
程
度
と
言
わ
れ
て
お
り
、

再
感
染
を
起
こ
し
再
閉
塞
を
起
こ
し

て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
な
か
な

か
良
く
な
ら
な
い
場
合
は
他
の
治
療

法
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
３
月
号
に

つ
づ
く
）

栗
山
さ
い
と
う
眼
科
院
長

　

特
定
健
診
の
目
的
は
、
健
診
を
受
け
る

こ
と
で
自
ら
の
体
の
状
態
を
知
り
、
症
状

が
な
い
ま
ま
に
進
ん
で
い
く
生
活
習
慣
病

の
重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と
で
す
。

　

高
血
圧
・
高
血
糖
・
脂
質
異
常
が
続
く

と
、
全
身
の
血
管
が
傷
み
（
動
脈
硬
化
）、

さ
ら
に
進
行
が
続
く
と
、
心
筋
梗
塞
・
脳

梗
塞
・
認
知
症
・
人
工
透
析
へ
と
進
む
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

50
代
・
60
代
の
働
き
ざ
か
り
の
方
が
こ

の
病
気
で
倒
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
後

遺
症
が
残
り
要
介
護
の
状
態
ま
で
進
行
し

て
い
く
と
、
１
人
で
の
日
常
生
活
が
難
し

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

入
院
・
介
護
状
態
で
誰
か
の
助
け
が
必

要
に
な
る
前
に
、
年
１
回
の
健
診
を
受
け

て
、
自
分
の
身
体
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

本
町
の
平
成
28
年
度
特
定
健
診
の
受
診

率
は
、
32
・
６
％
で
平
成
27
年
度
の
29
・

３
％
を
上
回
る
受
診
率
で
し
た
。（
表
１
）

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
（
12
月
末
時
点
）

で
は
、
25
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
表
２
）

　

受
診
率
は
、
年
々
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、

近
隣
の
市
町
村
と
比
較
す
る
と
、
低
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

＊
平
成
29
年
度
よ
り
、
国
民
健
康
保
険

（
40
歳
～
74
歳
）
に
ご
加
入
さ
れ
て
い
る

方
に
「
み
な
し
健
診
」
を
導
入
し
ま
し
た

　

町
内
医
療
機
関
に
定
期
通
院
が
あ
り
、

採
血
検
査
や
尿
検
査
を
行
っ
て
い
る
方

は
、
特
定
健
診
に
不
足
し
て
い
る
項
目
を

次
回
の
受
診
で
検
査
を
す
る
【
補
完
検
査
】

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
特
定
健
診
を
受
診

し
た
と
み
な
す
「
み
な
し
健
診
」
を
導
入

し
ま
し
た
。
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
方
は
、

ぜ
ひ
保
健
師
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
事
業
主
健
診
（
勤
務
先
で
の
健
康
診
断
）

を
受
診
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

勤
務
先
で
健
康
診
断
（
事
業
主
健
診
）

を
受
診
さ
れ
た
方
は
、
結
果
を
提
出
し
て

地 区 名 対象者数
（国保加入者） 受診者数 平成 29 年度

受 診 率
平成 28 年度
受 診 率

増
減

松 風 421 人 89 人 21.1% 18.3% ↗
中 央 429 人 74 人 17.2% 14.4% ↗

錦 78 人 23 人 29.5% 19.0% ↗
桜 丘 120 人 37 人 30.8% 27.7% ↗
朝 日 290 人 64 人 22.1% 17.7% ↗
富 士 131 人 26 人 19.8% 21.6% ↘
中 里 186 人 43 人 23.1% 23.4% ↘
湯 地 105 人 20 人 19.0% 22.9% ↘

森 1 人 0 人 0.0% 0.0% →
鳩 山 31 人 9 人 29.0% 28.1% ↗
雨煙別 29 人 5 人 17.2% 12.1% ↗
緑 丘 26 人 8 人 30.8% 27.6% ↗
北学田 59 人 24 人 40.7% 41.7% ↘
桜 山 40 人 14 人 35.0% 39.1% ↘
杵 臼 67 人 31 人 46.3% 38.0% ↗
旭 台 56 人 24 人 42.9% 49.0% ↘
共 和 30 人 13 人 43.3% 42.4% ↗
三日月 23 人 8 人 34.8% 24.1% ↗
角 田 136 人 35 人 25.7% 24.6% ↗
阿野呂 34 人 14 人 41.2% 40.5% ↗
大井分 51 人 5 人 9.8% 9.8% →
南学田 79 人 36 人 45.6% 45.7% ↘
継 立 160 人 48 人 30.0% 22.3% ↗
日 出 37 人 10 人 27.0% 23.5% ↗
御 園 56 人 22 人 39.3% 33.3% ↗
南角田 35 人 18 人 51.4% 50.0% ↗
円 山 34 人 9 人 26.5% 28.6% ↘
東 山 6 人 2 人 33.3% 33.3% →
滝 下 11 人 4 人 36.4% 45.5% ↘
合 計 2,761 人 715 人 25.9% 23.5% ↗

表 2　平成 29 年度　特定健診地区別受診率
（12 月末時点）

平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度
受診率 順位 受診率 順位 受診率 順位

栗山町 22.6% 149 位 29.3% 122 位 32.6% 110 位
長沼町 53.7% 20 位 55.7% 16 位 55.9% 22 位
南幌町 35.5% 77 位 38.5% 68 位 47.1% 43 位
由仁町 54.4% 18 位 65.8% 6 位 66.1% 5 位
北海道 26.1% ー 27.1% ー 27.6% ー

表 1　南空知 4町の特定健診受診状況
※北海道国保連集計資料より
（順位：全道 179 市町村の順位）

特定健診を受診しましょう

い
た
だ
く
こ
と
で
、
特
定
健
診
を
受
診
し

た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
保
健
師
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

＊
特
定
健
診
未
受
診
の
方
に
は
、
勧
奨
訪

問
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

町
の
特
定
健
診
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い

方
に
は
、
受
診
勧
奨
と
健
康
状
態
の
確
認

の
た
め
、
勧
奨
訪
問
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

検
診
の
受
け
方
の
ご
案
内
や
、
み
な
し
健

診
の
お
願
い
な
ど
で
、
ご
自
宅
に
伺
っ
て

い
ま
す
。

事
前
の
ご
連
絡
な
く
伺
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ー 献血のお知らせ ー
【月　日】

　２月 27 日㈫
【場所・時間】

　○株式会社エクセルシャノン栗山工場
　　10：00 ～ 11：00
　○栗山町役場
　　12：30 ～ 16：30

【問い合わせ】　
　町保健福祉課
　健康推進グループ
　☎ 73-2256

元
気
が
一
番
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次代を担う中学生・高校生を海
外に派遣し、豊かな感性や創

造力豊かな青少年を育成する少年
ジェット「希望の翼」。今年も 1 月 4
日から 12 日までの 9 日間、オース
トラリアのパースで行われました。
　今回派遣されたのは、中学 1 年
生から高校 3 年生の 9 人。昨年の
11 月から 7 回、事前研修を行い、
英会話を中心に海外研修の準備を
してきました。現地では1人1世帯、
4 泊 5 日のホームステイを中心に、
海洋博物館などの各施設見学や班
別行動などさまざまな体験を通し
て学習。日本との違いを肌で感じ、
目に見えないたくさんのお土産を手
に入れて栗山に戻ってきました。

私は、この少年ジェットを通して人の
優しさを学びました。ホームステイ中、
ホストファミリーの皆さんは私がゆっく
りと話すのを最後までずっと待って聞
いてくれていたし、英語が聞き取れな
いときは翻訳アプリなどを使って優し
く教えてくれました。また、サニーやサー
シャが遊びに誘ってくれたのもとてもう
れしかったです。

今回のホームステイでは、最初は不安
でしたが、最終日にはお別れがさみし
くなるほど充実した日々でした。カバ
シャムワイルドライフパークでは、固有
動物や日本にはいない動物などがたく
さんいました。あっという間だった 9 日
間でたくさん英語に親しみ、今では英
語が行く前より好きになっています。こ
の経験を将来に活かしたいです。

栗山中学校（1 年）　島野 琉
る な

和 栗山中学校（2 年）　岡本 悠
ゆうさく

作

私はこの少年ジェットでたくさんの
ことを学びました。ホームステイ
はすごく不安でしたが、ホストファ
ミリーは英語で伝えることに慣れ
ていない私の話をいつも最後まで
聞いてくれました。伝えたいことが
上手く伝わったときはすごくうれし
かったです。9 日間の研修、毎日が
貴重な経験になりました。

栗山中学校（2 年）　上中 里
り お

緒

私は、今回の研修で初めて海外に行
きホームステイをしました。海外に
行くことや、英語をちゃんと話せるか
わからず不安でした。しかし、ホス
トファミリーの人がとても優しく英語
を話してくれたおかげで理解するこ
とができ、とても楽しくコミュニケー
ションをとることができました。とて
もホストファミリーに感謝しています。

栗山高校（３年）　徳田 大
ひ ろ む

夢

今回の研修で私は本当に貴重な体験が
できました。初めはホストファミリーと
うまく会話できるか不安でしたが、対面
するとすごく優しい人で安心しました。
いつも優しく話かけてくれたおかげで自
然と英語で受け答えをすることができ、
英語のスキルアップができたと思いま
す。ホストの方も日本に興味があり、日
本のことを伝えられてうれしかったです。

栗山中学校（2 年）　榎本 透
と う ま

真

栗山中学校（２年）　古川 ゆら 岩見沢東高校（1 年）　塚本 奈
な な こ

那子

私がこの研修で学んだことは、オース
トラリアの文化です。日本と違うところ
がたくさんあって、ホームステイを通し
て学ぶことができました。ホームステ
イは最初は緊張して少し怖かったです
が、ホストファミリーの皆さんが優しく
接してくれて、過ごしていくうちに楽しく
なっていきました。今回この少年ジェッ
トに参加できて本当に良かったです。

私は今回の研修で一番宝物になったこ
とは、英語が好きになったことです。
行く前は不安ばかりで、英語が苦手な
私ですがホストファミリーの皆さんは快
く受け入れてくれました。一つ一つ教
えてくれて、とても楽しい日々でした。
他にも学んだことはたくさんあります。
たくさんの貴重な経験をさせていただ
き、本当にありがとうございました。

私は、オーストラリアの食文化を知るこ
と、積極的にコミュニケーションをとる
ことを目標にしました。現地では食べ
物のサイズの大きさに驚き、カンガルー
やエミューの肉を初めて食べました。英
語に関しては不安もありましたが、ホス
トの皆さんに助けてもらいながら何と
か思いを伝えることができました。こ
の経験を今後に活かしていきたいです。

栗山中学校（1 年）　関原 真
ま こ と

琴

1 月 5 日㈮　パース着→市内観光

栗山中学校（2 年）　正井 結
ゆ あ

愛
初めてホームステイした中で学んだ
ことは沢山あります。向こうの人はた
だ自分が知っている英単語を並べた
だけの英語を一生懸命理解してくれ
てコミュニケーションをとることがで
きました。さらに自分がもっと英語
知識を深めて今回のホストファミリー
に何年か後にまた再会したいなと思
いました。いい思い出になりました！

1 月４日㈭　出発式

1 月 6 日㈯　英会話学習で準備万端

1 月 7 日㈰　ホストファミリーと交流1 月 8 日㈪　フリーマントル刑務所ツアー1 月 9 日㈫　現地の動物とのふれあい

1 月 10 日㈬　ロットネスト島で交流

1 月 11 日㈭　パース市内研修

1 月 12 日㈮　帰国・解散式

青少年海外派遣事業



　

栗
山
町
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
主
催

の
「
新
年
も
ち
つ
き
交
流
会
」
が
、

ま
ち
の
駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
外
国
人

と
町
民
が
と
も
に
日
本
古
来
の
伝
統

文
化
で
あ
る
も
ち
つ
き
を
行
い
、
互

い
に
も
ち
を
作
り
会
食
し
国
際
理

解
・
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

初
開
催
。
町
内
で
働
く
外
国
人
な
ど

約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
交
流
会

で
は
「
よ
い
し
ょ
」
の
掛
け
声
と
手

拍
子
の
も
と
参
加
者
全
員
で
も
ち
つ

き
を
行
い
国
際
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
ま
た
、
栗
山
警
察
署
員
に
よ
る

護
身
術
の
紹
介
や
交
番
・
防
犯
な
ど

の
情
報
も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
や
飛
躍
を
祈
願

栗
山
剣
道
連
盟
と
少
年
団
が
鏡
開
き

　

栗
山
剣
道
連
盟
と
栗
山
剣
道
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
鏡
開
き
が
、
栗
山

小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
今
年
１

年
の
精
進
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
昔

か
ら
の
伝
統
を
伝
え
る
恒
例
の
行
事

で
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
約
30
人

が
参
加
。
連
盟
の
松
本
達
也
さ
ん
が

「
今
年
１
年
の
無
病
息
災
を
祈
り
、

す
ば
ら
し
い
年
に
な
る
よ
う
に
」
と

参
加
者
に
呼
び
か
け
「
エ
イ
ッ
」
と

い
う
声
と
と
も
に
直
径
約
30
セ
ン
チ

の
大
き
な
鏡
も
ち
に
気
合
を
込
め
て

刀
を
振
り
下
ろ
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

参
加
者
は
稽
古
に
汗
を
流
し
、
父
母

に
よ
り
調
理
さ
れ
た
お
雑
煮
を
食
べ

て
、健
康
や
飛
躍
を
祈
願
し
ま
し
た
。

世
界
に
１
冊
だ
け
の
絵
本
が
完
成

手
作
り
絵
本
作
家
に
な
ろ
う

   1  9
　

絵
本
作
り
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
に
物
を
大
切
に
す
る
心
を
育
ん
で

も
ら
お
う
と
、
１
月
９
日
・
10
日
の

２
日
間
「
手
作
り
絵
本
作
家
に
な
ろ

う
！
」
が
町
図
書
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
毎
年
夏
休
み
と
冬

休
み
に
開
催
さ
れ
、今
回
で
29
回
目
。

参
加
し
た
小
学
１
年
生
か
ら
４
年
生

ま
で
の
13
人
は
、
図
書
館
司
書
の
指

導
の
も
と
、
画
用
紙
を
の
り
で
貼
り

あ
わ
せ
る
本
の
土
台
作
り
か
ら
挑
戦

し
、
自
由
に
物
語
を
考
え
、
色
鉛
筆

や
ク
レ
ヨ
ン
で
伸
び
伸
び
と
絵
を
描

き
、
世
界
に
１
冊
だ
け
の
絵
本
を
作

り
上
げ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
の
交
通
安
全
祈
願
式

が
、
栗
山
天
満
宮
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
交
通
安
全
協
会
や
、
交
通
安
全

ゆ
り
の
会
な
ど
約
40
人
の
関
係
者
が

参
加
。
天
満
宮
参
道
で
の
交
通
安
全

指
導
員
観
閲
式
の
後
、
拝
殿
内
で
交

通
死
亡
事
故
の
な
い
１
年
に
向
け
て

の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
椿
原

紀
昭
町
長
が
「
昨
年
９
月
に
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
1
0
0
0
日
の
節
目
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

と
も
さ
ら
に
継
続
で
き
る
よ
う
、
先

頭
に
立
っ
て
交
通
安
全
施
策
を
進
め

ま
す
の
で
関
係
機
関
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
願
っ
て

交
通
安
全
祈
願
式

  1
12
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困
っ
て
い
る
人
に
使
っ
て

赤
い
羽
根
共
同
募
金

12
20

　

角
田
小
学
校
（
菊
池
精
一
校
長
）

で
集
め
ら
れ
た
『
赤
い
羽
根
共
同
募

金
』
が
、
同
校
校
長
室
で
町
共
同
募

金
委
員
会
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
浄
財
は
、
全
校
児
童
57
人
が
各
家

庭
の
協
力
の
も
と
募
金
活
動
を
実

施
。
集
め
ら
れ
た
募
金
は
児
童
代
表

の
田
中
彩さ

ら良
さ
ん（
12
歳
）が「
困
っ

て
い
る
人
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

同
委
員
会
の
上
島
宣
和
事
務
局
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。
受
け
取
っ
た
上
島

事
務
局
長
は
「
皆
さ
ん
の
想
い
を
大

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

地
産
地
消
の
大
切
さ
を
知
ろ
う

と
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ス

キ
ッ
プ
」
で
「
ヘ
ル
シ
ー
お
手
軽
料

理
教
室
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
一
般

財
団
法
人
栗
山
町
農
業
振
興
公
社
が

展
開
す
る
「
く
り
や
ま
農
業
女
性

塾
」
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
食

育
事
業
「
パ
ク
モ
グ
相
談
」
の
共
同

開
催
。
講
師
と
し
て
招
い
た
フ
ー
ド

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
松
田
真
枝
さ
ん

は
「
く
り
や
ま
ポ
ト
フ
」
な
ど
、
手

軽
で
低
カ
ロ
リ
ー
な
レ
シ
ピ
４
品
を

紹
介
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
の
調
理
を
通
じ
て
子
育
て
世
代
同

士
の
交
流
も
行
わ
れ
、
会
場
に
は
笑

顔
が
溢
れ
ま
し
た
。

　

初
詣
客
で
に
ぎ
わ
う
元
日
に
、
栗

山
天
満
宮
で
「
合
格
祈
願
祭
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
受
験
生
の
必
勝
を
祈

る
こ
と
を
目
的
に
、
栗
山
青
年
会
議

所
な
ど
の
有
志
が
主
催
。
今
年
受
験

を
ひ
か
え
る
参
加
者
は
、
社
殿
で
厳

粛
な
雰
囲
気
の
も
と
玉
串
を
捧
げ
、

学
問
の
神
様
と
い
わ
れ
る
菅
原
道
真

公
ゆ
か
り
の
「
梅
茶
」
で
体
を
温
め

ま
し
た
。
そ
の
後
、
用
意
さ
れ
た
絵

馬
に
志
望
校
合
格
の
決
意
な
ど
を
書

き
込
み
、
願
い
を
込
め
て
奉
納
。
ま

た
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
の
栗
山
英
樹
監
督
か
ら
「
自
分
の

力
を
信
じ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。  

町
内
産
食
材
で
ヘ
ル
シ
ー
料
理

お
手
軽
レ
シ
ピ
教
室

12
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受
験
生
の
必
勝
祈
る

合
格
祈
願
祭

　

町
開
拓
記
念
館
で
特
別
展
「
カ
ル

タ
・
双
六
・
羽
子
板 

冬
の
遊
び
道

具
」
が
１
月
6
日
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
今
も
昔
も
使
わ
れ
る
冬
の
遊

び
道
具
を
見
て
も
ら
お
う
と
、
当
館

が
所
蔵
す
る
カ
ル
タ
や
か
ん
じ
き
、

お
手
玉
な
ど
約
60
点
を
展
示
。
同
館

の
出
南
紘
研
究
員
は
「
遊
び
道
具
を

通
し
て
冬
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
も
、
た
く
さ
ん
の
人
に
見
て
ほ

し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

◆
期
間

　

２
月
４
日
㈰
ま
で

◆
場
所
・
問
い
合
わ
せ

　

町
開
拓
記
念
館

　

☎
�
６
０
３
５

冬
の
遊
び
道
具
を
展
示

開
拓
記
念
館
で
特
別
展

 12
  8
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  9  1
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まちの話題では、町内の行事や出来事を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/

  1
  1

  1
 6

日
本
の
伝
統
文
化
で
国
際
交
流

新
年
も
ち
つ
き
交
流
会
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南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

☎ 72-3581
毎月
第2・4水曜日

13：00
～ 15：00

商品が届かない！ネットでの買い物は慎重に。
【国民生活センター事例より】

　孫娘が欲しがっているランドセルをインターネットで探したら
定価 6 万円のところ半額で販売しているサイトを見つけ、希望の
色もあったので申し込んだ。翌日、受注メールが届き、振込先口
座が記載されていたので振り込んだ。振込確認後、1 週間で届く
はずが 1 ヵ月たっても届かない。その後、メールや申込フォーム
から催促しても返信が無い。サイトにも住所、電話番号は書かれ
ていない。詐欺サイトだったのか。（60 歳代男性）

【ひとこと助言】
○ネットで買い物をしたが、商品が届かないなどのトラブルが多

く見られます。購入前には事業者の所在地、電話番号などを必ず
確認しましょう。

○商品が届く前に代金を支払ってしまうと、トラブルがあった場
合に被害金を取り戻すことが難しくなります。前払いによる購
入は十分注意しましょう。

○インターネット通販では、サイト内に事業者の名称、所在地な
どを表示しなければなりません。それらの表示のないサイトで
の買い物はやめましょう。

オオムラサキミュージックフェスタ
【日　時】

　2 月 17 日㈯　12：00 ～ 18：00
栗山町議会報告会

【日　時】
　2 月 19 日㈪　18：30 ～
春待ちゆっくり市

【日　時】
　2 月 23 日㈮　18：00 ～
大好評 ! 手打ちそばの日

【今月の「そばの日」（限定 30 食）】
　2 月 2 日、9 日、16 日、23 日
　（毎週金曜日 11：00 ～）
ホール・会議室ご利用のご案内
　サークルや団体の催し、商品
の展示会などでのホールや会議
室のご利用をお待ちしています。
　まずは、ご相談ください！

【問い合わせ】
  まちの駅　「栗夢プラザ」
  ☎ 73-5515　Fax 73-5535
  開館時間  10：00 ～ 17：00

　冬は空気が乾燥し皮膚がカサカサと荒れて、子どもはもちろん大人も白
い粉が吹いたようになったりかゆみが出たりします。特に子どもの皮膚は
薄く、外からの刺激に弱く乾燥しやすくなります。健やかな皮膚を保つた
めのスキンケアはとても大切です。

消費生活消費生活消費生活

横断質横断質相談室
です

栗山公園栗山公園栗山公園

だよりだよりだよりVol.119

まちの駅まちの駅まちの駅

イベントイベントイベント 2月
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【問い合わせ】
  栗山公園案内所　☎ 72-0706
  指定管理者　たかはしダリア

最新情報を簡単アクセス
URL
http://t-daria.com/parktop

※ QR コードは「株式会社デンソーウェーブ」の登録商標です。

　人間と同じく、うさぎも走ると
体温が上昇します。人の場合、汗
をかくことによって体内にたまっ
た熱を放出しますが、うさぎは耳
から熱を出しているのです。つま
り、あの長い耳で体温調節してい
たのです。
　もちろん、耳ですので、敵が迫
り来る音を感知する機能もありま
すが、空気抵抗を省みずに耳を立
てて走るのは、耳が持つ体温調節
機能を使うためだったのです。
　意外と知らないうさぎの耳に関
する雑学。機会があれば、誰かに
話してみてくださいネッ★

　なかよし動物園の中でも人気者のうさぎさん♬小さくてか
わいいイメージがあり、長い耳が特徴的です。そして、実は
走る速度が速く、敵に襲われそうなときは、時速 70 キロで “ 耳
を立てたまま ” 逃げるそうです！！空気抵抗を受けて、邪魔
になってしまいそうですよね？？
　では、そもそも、どうして耳が長いのでしょう？？なぜ、
耳を立てて走るのでしょう？？

家族みんなで！

冬のスキンケア冬のスキンケア冬のスキンケア

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て

み
ま
せ
ん
か

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ス

キ
ッ
プ
」
で
は
、
毎
月
３
～
５

カ
月
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
を
対
象

に
「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

効
果
と
し
て
は
次
の
３
点

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

１
．
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
表
情
が

豊
か
に
な
る
。

２
．
肌
が
丈
夫
に
な
り
免
疫
力

が
高
ま
る
。

３
．
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
で
赤

ち
ゃ
ん
と
の
心
地
よ
い
時
間

を
過
ご
し
絆
が
深
ま
る
。

◆
名　
称

　
「
か
ん
が
る
ー
グ
ル
ー
プ
あ

そ
び
の
広
場
」

スキンケアの基本は・・・清潔・保湿・紫外線防御

◆
開
催
日

　

毎
月
第
３
火
曜
日

　

午
前
10
時
半
～
11
時
半

◆
内　
容

・
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

・
手
作
り
お
も
ち
ゃ
の
製
作

・
絵
本
の
紹
介

・
マ
マ
カ
フ
ェ

※
マ
マ
友
づ
く
り
に
も
な
り
ま

す
！

　

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
１
２
８
０

　
赤
ち
ゃ
ん
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

す
る
様
子

１．清潔＝洗浄
　低刺激・弱酸性の洗浄剤をしっかり泡立てて、ガーゼや手でやさしく

なでるように洗い、洗浄剤が残らないようしっかりすすぎ、濡れた体
はすぐに乾いたタオルでふき取ります。

※絶対にこすってはいけません。
２．保湿
　入浴後できるだけ早く保湿することが大切です。保湿剤をこすらない

ようやさしく肌がしっとりするくらい塗ります。
※親子のスキンシップにもなり、アトピーになるリスクを減らせます。
　＜保湿剤の種類＞

・油性成分～ベビーオイル、ワセリン、オリーブ油など
・吸水性・吸湿性成分～ベビーローションなど
※薬局などで購入できます。使用する前にはパッチテストを忘れずに！
３．紫外線防御
　子ども用のサンスクリーン剤を塗る。※ SPF30 程度

うさぎのかわいくて長い　　　の意外な役割とは？？耳



【問い合わせ】
　町住民生活課住民・国保グループ  ☎ 73-7509

国 民 年 金
離職（退職・失業）し保険料を

納めるのが難しい方へ
特例免除制度をご利用ください

　厚生年金に加入していた方が離職（退職・失業）
されると、役場で国民年金の加入手続きを行い、
月額 16,490 円（平成 29 年度）の保険料を納め
ることになります。なお、保険料を納めることが
経済的に難しい方には、保険料の申請免除制度が
あります。
　保険料の免除は、申請者本人・配偶者（別居を
含む）・世帯主の方がそれぞれ前年所得基準の範
囲内である必要があります。離職による特例免除
では、審査の対象となる方の中に離職された方が
いる場合、その方の所得を除いて審査が行われま
す。保険料の免除は申請日から２年１カ月前の期
間までさかのぼって申請できますのでお早めに
ご相談ください。

【申請に必要なもの】
・年金手帳
・離職日が記載された離職票または雇用保険受給
   資格者証の写し

・印鑑
※代理人が申請する場合は、代理人の身分証明、
　申請者本人の印鑑。同一世帯以外の方が申請
　する場合は、委任状も必要です。

納税は便利な口座振替を
ご利用ください

2 月 28 日（水）

町税納期限

納 税 な ど の 相 談町税務課課税グループ ☎ 7 3 - 7 5 0 5 町税務課収納グループ ☎ 7 3 - 7 5 0 6課税内容の問い合わせ

全てコンビニで
納付ができます介 護 保 険 料　　　　　⑧期

後期高齢者医療保険料　　　⑧期

国 民 健 康 保 険 税　　　　　⑧期 }
く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た

お
く
や
み

　

地
域
で
生
き
が
い
を
持
ち
な
が

ら
介
護
予
防

　
　

町
で
は
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が

地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
平
成
29
年

４
月
よ
り
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
自
身
が
助
け

合
い
活
動
な
ど
で
生
き
が
い
を
持

ち
な
が
ら
、
地
域
の
担
い
手
と
し

て
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

て
学
び
た
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
た
い
が
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
良

い
か
わ
か
ら
な
い
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
保
健
福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
グ

ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
７

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
、
石
綿
に

よ
る
疾
病
の
補
償
、
救
済

　
　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿

ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ
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く
各
種
の
労
災
保
険
給
付
や
石
綿

救
済
法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を

吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を

経
て
発
症
す
る
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
す
。

　
　

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
が
過
去
に
石
綿
業
務

に
従
事
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、

労
災
保
険
給
付
な
ど
の
支
給
対
象

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
都
道
府
県
労
働
局

ま
た
は
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
労

災
補
償
課　

　

☎
０
１
１
（
７
０
９
）
２
３
１
１

　

お
う
ち
に
未
登
録
の
象
牙
あ
り
ま

せ
ん
か

　
　

環
境
省
で
は
、
国
内
に
あ
る

象
牙
の
在
庫
を
把
握
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

所
持
し
て
い
る
だ
け
で
あ
れ
ば

違
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
登
録

さ
れ
て
い
な
い
象
牙
を
売
っ
た
り

あ
げ
た
り
す
る
の
は
違
法
で
す
。

未
登
録
の
象
牙
を
お
持
ち
の
方
、

ま
ず
は
下
記
ま
で
ご
連
絡
を
！

※
全
形
を
保
持
し
た
象
牙
の
み
が
登

録
対
象
で
す
。
印
鑑
や
ア
ク
セ
サ

リ
ー
な
ど
象
牙
製
品
は
登
録
対
象

外
で
す
。

　
　

な
お
、
所
持
者
死
亡
に
よ
る
近

親
者
へ
の
相
続
は
違
法
に
な
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
そ
の
後
販
売
な

ど
を
す
る
場
合
に
は
あ
ら
か
じ
め

登
録
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
象
牙

以
外
の
国
際
希
少
野
生
動
植
物
種

の
登
録
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
象
牙
在
庫
把
握
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

　

☎
０
３
（
６
６
５
９
）
４
６
６
０

（
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
10
時
～

午
後
５
時
）

　

お
子
さ
ん
が
安
心
安
全
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
利
用
す
る
た
め
に

　
　

満
18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
さ
せ
る
場

合
、
保
護
者
の
方
は
次
の
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
適
切
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

さ
せ
る

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
子
ど
も
た

ち
を
言
葉
巧
み
に
誘
い
出
し
、
殺

害
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
や
事
件
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
使
い
方
な
ど
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
関
す
る
知
識
、
情
報
モ

ラ
ル
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
親
子
で
身
に
つ
け
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

◆
家
庭
の
ル
ー
ル
を
守
る

　

適
切
な
生
活
習
慣
が
身
に
つ
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
お
子
さ
ん
と
一
緒

に
話
し
合
っ
て
我
が
家
の
ル
ー
ル

を
作
り
ま
し
ょ
う
。「
利
用
時
間

は
夜
９
時
ま
で
」
な
ど
、
ル
ー
ル

は
具
体
的
に
決
め
ま
し
ょ
う
。

◆
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
な
ど
を
設
定
す
る

　
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
は
、
知
識

が
十
分
で
な
い
お
子
さ
ん
が
、
不

用
意
に
違
法
・
有
害
サ
イ
ト
に
ア

ク
セ
ス
し
な
い
よ
う
制
限
す
る
機

能
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
事
件
・

事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め

に
、「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
を
必

ず
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
情
報

通
信
部
電
気
通
信
事
業
課

　

☎
０
１
１
（
７
０
９
）
２
３
１
１

（
内
線
４
７
０
４
）

　

公
開
講
座
「
認
知
症
の
ケ
ア
」

　
わ
か
り
や
す
い
認
知
症
の
は
な
し　

　
　

認
知
症
の
対
応
方
法
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
す
。
地
域
で
支

え
る
方
法
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
日

時

　

３
月
８
日
㈭

　

午
後
２
時
40
分
～
４
時
10
分

◆
場

所

　

北
海
道
介
護
福
祉
学
校

◆
講

師

　

北
海
道
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
協
会　

　

会
長　

宮
崎　

直
人
さ
ん 

◆
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
介
護
福
祉
学
校

　

☎
�
６
０
６
０　

　

電
波
の
安
全
性
に
関
す
る
説
明
会

を
行
い
ま
す

　
　

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
で

は
、
電
波
の
安
全
性
に
関
す
る
施

策
の
説
明
と
医
学
・
公
衆
衛
生
学

の
立
場
か
ら
電
波
利
用
環
境
の
安

全
性
に
つ
い
て
専
門
家
を
招
き
、

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
参
加
無
料
で
す
。

◆
日

時

　
２
月
15
日
㈭

　

午
後
１
時
半
～
３
時
40
分

※
開
場
は
午
後
１
時
か
ら
で
す
。

◆
場

所

　

札
幌
国
際
ビ
ル
８
階
国
際
ホ
ー
ル

◆
申
込
方
法

　
「
電
波
の
安
全
性
に
関
す
る
説
明

会
（
札
幌
）」
と
記
入
し
、
氏
名
、

連
絡
先
、
電
話
番
号
な
ど
を
明
記

の
上
、
メ
ー
ル
ま
た
は
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限　
２
月
９
日
㈮

◆
定

員　
１
０
０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と
な

り
ま
す
。

◆
申
込
先

　

株
式
会
社
オ
ー
エ
ム
シ
ー　
「
電

波
の
安
全
性
に
関
す
る
説
明
会

（
札
幌
）」
係

　

メ
ー
ル
：denpa2017@om

c.
co.jp

　

☎
０
３（
５
３
６
２
）０
１
１
７

ウ
ク
レ
レ
カ
フ
ェ
を
開
催

　

ち
ょ
っ
と
の
練
習
で
す
ぐ
に
弾

け
る
よ
う
に
な
る
と
て
も
楽
し
い

楽
器
「
ウ
ク
レ
レ
」
を
使
っ
て
、

親
し
み
の
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
歌
を

弾
い
た
り
歌
っ
た
り
、
自
由
に

楽
し
み
な
が
ら
、
交
流
で
き
る
集

い
を
開
催
し
ま
す
。
ウ
ク
レ
レ
を

持
っ
て
い
な
く
て
も
、
弾
く
こ
と

が
で
き
な
く
て
も
問
題
あ
り
ま
せ

ん
。
弾
き
た
い
方
大
歓
迎
。
電
子

ピ
ア
ノ
や
カ
ホ
ン
な
ど
の
楽
器
も

あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
楽
器
を
用

い
て
の
参
加
も
可
能
で
す
。

◆
開
催
日　
２
月
24
日
㈯

◆
場

所

　

栗
山
地
の
塩
キ
リ
ス
ト
協
会
（
錦

３
丁
目
１
‒
１
１
）

◆
内

容

・
午
後
１
時
～
３
時

　

ウ
ク
レ
レ
奏
者
中
心
の
プ
ロ
グ

ラ
ム

・
午
後
３
時
～
５
時

　

歌
中
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

◆
参
加
費

　
１
０
０
円（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

田
近
玲
欧
奈

　

☎
０
９
０（
５
２
２
８
）１
８
７
４

メ
ー
ル

kuriyam
asalt@dhurch.ne.jp

2
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
February

く

ら

し

催

し



「水道・下水道ご使用のお知ら
せ」を確認していますか？

　毎月の検針の際、「水道・下水道ご使用のお知
らせ」をポストなどに投函しています。
　「水道・下水道ご使用のお知らせ」には使用水
量、使用料金の他に、メモ欄には使用水量の増大、
減少、漏水の疑いがある場合、町からのお知ら
せなどが記載されます。
　毎月の使用水量を確認することで節水や漏水
の早期発見にもつながりますので、「水道・下水
道ご使用のお知らせ」は毎月必ず確認しましょ
う。
【問い合わせ】

町建設水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

みんなの

水 道

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

◆
講
習
日
程

　
３
月
６
日
㈫
・
７
日
㈬

　

午
前
９
時
半
～
午
後
５
時

◆
講
習
場
所

　

札
幌
市　

北
農
健
保
会
館

◆
講
習
科
目

〇
危
険
物
に
関
す
る
法
令

〇
基
礎
的
な
物
理
学
お
よ
び
化
学

〇
危
険
物
の
性
質
並
び
に
そ
の
火
災

予
防
お
よ
び
消
火
の
方
法
ほ
か

◆
受
付
期
間

　

講
習
日
の
１
週
間
前
ま
で
（
定
員

に
な
り
次
第
締
切
）

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合

わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安

全
課

　

☎
�
０
１
５
０

　
危
険
物
取
扱
者
試
験

◆
試
験
日

　
３
月
24
日
㈯

◆
試
験
場
所
・
種
類

　

札
幌
市　

乙
種
第
４
類
、
丙
種

◆
受
験
資
格
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〇
乙
種
、
丙
種
は
制
限
な
し

◆
試
験
願
書
の
受
付
期
間

　

書
面
申
請

　
２
月
15
日
㈭
～
22
日
㈭

　

電
子
申
請

　
２
月
12
日
㈪
～
19
日
㈪

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合

わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活

安
全
課

　

☎
�
０
１
５
０

　

消
防
設
備
士
試
験

◆
試
験
日

　
３
月
24
日
㈯

◆
試
験
場
所
・
種
類

　

札
幌
市

　

乙
種
（
第
４
・６
・７
類
）

◆
受
験
資
格

〇
制
限
な
し

◆
試
験
願
書
の
受
付
期
間

　

書
面
申
請

　
２
月
15
日
㈭
～
22
日
㈭

　

電
子
申
請

　
２
月
12
日
㈪
～
19
日
㈪

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合

わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安

全
課

　

☎
�
０
１
５
０

　

自
衛
隊
試
験

◆
自
衛
官
候
補
生
（
男
女
）

〇
受
付

・
第
２
回　
２
月
21
日
㈬
ま
で

〇
年
齢　

18
歳
～
26
歳

〇
試
験
日
程

　
２
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

◆
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

〇
受
付

　
４
月
６
日
㈮
ま
で

〇
年
齢　

18
歳
～
33
歳

〇
試
験
日
程　
４
月
上
旬

◆
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
）

〇
受
付

　
４
月
６
日
㈮
ま
で

〇
年
齢　

18
歳
～
53
歳
で
国
家
資
格

免
許
資
格
な
ど
を
持
つ
方

〇
試
験
日
程　
４
月
上
旬

◆
一
般
曹
候
補
生
（
男
女
）

〇
受
付

　
３
月
１
日
㈭
～
５
月
１
日
㈫

〇
年
齢　

18
歳
～
26
歳

〇
試
験
日
程　
５
月
26
日
㈯

◆
自
衛
隊
説
明
会

　

事
前
に
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

〇
内
容

　

自
衛
隊
の
仕
事
や
魅
力
、
待
遇

な
ど

◆
問
い
合
わ
せ

　

恵
庭
地
域
事
務
所

　

☎
０
１
２
３
（
３
４
）
５
４
３
８

　

臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
の
登
録

　
　

町
の
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
は
、

事
前
に
登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら

選
考
し
、
採
用
し
て
い
ま
す
。
採

用
の
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て
担

当
課
よ
り
随
時
連
絡
し
ま
す
。

　
　

平
成
30
年
度
の
登
録
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
次
の
と
お
り
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
い
た
だ
い
て
も
勤
務
条
件
が

合
わ
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

採
用
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
職

種

　

一
般
事
務
、保
育
士
、調
理
員
（
給

食
セ
ン
タ
ー
勤
務
。（
調
理
師
資

格
な
し
で
も
可
能
で
す
）

◆
登
録
期
間

　
４
月
１
日
㈰
か
ら
平
成
31
年
３
月

31
日
㈰
ま
で

◆
提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
添
付
）

◆
提
出
期
限　
２
月
23
日
㈮

※
提
出
期
限
後
も
随
時
受
付
し
て
い

ま
す
。

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
１

　

平
成
30
年
度
公
共
職
業
訓
練
生
募

集
（
第
３
次
）

◆
主

催

　

札
幌
高
等
技
術
専
門
学
院

◆
募
集
科
目

　

板
金
科
お
よ
び
電
気
工
事
科

◆
訓
練
期
間

　
４
月
20
日
㈮
～
平
成
31
年
３
月
14

日
㈬
（
１
年
間
）

◆
応
募
資
格

　
３
月
に
中
学
校
以
上
を
卒
業
す
る

方
（
見
込
み
を
含
む
）
ま
た
は
一

般
求
職
者

◆
募
集
定
員

　

各
科
と
も
10
人

◆
訓
練
場
所

　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
空
知

◆
授
業
料

　

各
科
と
も
無
料

◆
入
学
諸
経
費

　
５
５
０
０
０
円

◆
申
込
期
限

　
３
月
20
日
㈫

◆
そ
の
他

　

訓
練
の
見
学
も
可
能
で
す
（
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
空
知

　

☎
０
１
２
５
（
２
４
）
１
８
８
０

　

平
成
30
・
31
年
度
「
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
」
の
募
集

　
　

国
有
林
の
役
割
や
現
状
な
ど
を

ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
国

民
の
幅
広
い
意
見
を
把
握
し
国
有

林
野
の
管
理
経
営
に
役
立
て
る
た

め
募
集
し
ま
す
。

◆
依
頼
内
容

・
国
有
林
や
森
林
・
林
業
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答
な
ど

◆
応
募
資
格

　

道
内
在
住
で
、
国
有
林
に
関
心
の

あ
る
満
20
歳
以
上
の
方

◆
募
集
期
限　
２
月
23
日
㈮

◆
応
募
方
法

　

次
の
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
・
F
A
X
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
応
募
く
だ
さ
い
。

　

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
住

所
、郵
便
番
号
、生
年
月
日・年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
、
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
を
知
っ
た
き
っ
か
け
、
応
募

理
由
（
１
０
０
字
程
度
）

◆
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
０
６
４
‐
８
５
３
７

　

札
幌
市
中
央
区
宮
の
森
３
条
７
丁

目
70
番

　

北
海
道
森
林
管
理
局
企
画
課
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
担
当

　

☎
０
１
１
（
６
２
２
）
５
２
２
８

　

FAX
０
１
１
（
６
２
２
）
５
１
９
４

　

Em
ail　

h_kikaku@m
aff.go.jp

北方領土の日
北方四島の返還
早期の実現を

【問い合わせ】町総務課総務グループ  ☎ 72-1111

２月７日㈬は

2 月 20 日㈫まで役場旧庁舎
ロビーに署名コーナーを設置
しています。
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139,137,036 円
平成 29 年度栗山町ふるさと応援寄附金

4/1 ～ 12/31 の総数
12,920 件

ご厚意ありがとうございます。

【問い合わせ】町経営企画課地域政策グループ
　　　　　　  ☎ 73-7502

オレンジカフェを開催

　

放
送
大
学
に
入
学
し
ま
せ
ん
か

　
　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ・ラ
ジ
オ・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
自
宅

で
学
べ
る
通
信
制
の
正
規
の
大
学

で
す
。
学
位
取
得
は
も
ち
ろ
ん
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
自
己
実
現
な

ど
、
生
涯
学
習
を
目
指
す
方
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

学
び
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ポ
イ
ン
ト

◆
学
ぶ
意
欲
が
入
学
資
格
で
、
学
力

試
験
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　

15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
学
力
試

験
は
な
く
、
書
類
選
考
の
み
で
入

学
で
き
ま
す
。（
卒
業
を
目
指
す

方
は
18
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格

が
必
要
で
す
。）
大
学
卒
業
資
格

を
得
る
た
め
に
学
ぶ
方
は
も
ち
ろ

ん
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
知
識
を

深
め
る
た
め
に
必
要
と
す
る
科
目

だ
け
を
学
ぶ
方
も
い
ま
す
。

◆
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
に
よ
る
放
送
授

業
だ
け
で
な
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
も
対
応

　
　

放
送
授
業
は
テ
レ
ビ
の
Ｂ
Ｓ

放
送
な
ど
の
受
信
環
境
が
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ

れ
ば
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
授
業
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
備
え
て
あ
る
D
V
D
、
Ｃ
Ｄ

な
ど
で
も
再
視
聴
で
き
ま
す
。

◆
大
学
卒
業
（
学
位
取
得
）
や
資
格

取
得
を
目
指
せ
ま
す

　
　

４
年
以
上
在
学
し
所
定
の

１
２
４
単
位
以
上
を
修
得
す
れ

ば
、
普
通
の
大
学
と
同
様
の
学
士

（
教
養
）
の
学
位
を
取
得
で
き
ま

す
。
認
定
心
理
士
な
ど
の
資
格
取

得
に
対
応
し
た
科
目
も
開
設
し
て

い
る
ほ
か
、
修
士
や
博
士
を
目
指

す
大
学
院
も
あ
り
ま
す
。

◇
教
養
学
部
の
６
つ
の
コ
ー
ス

　

生
活
と
福
祉
コ
ー
ス

　

心
理
と
教
育
コ
ー
ス

　

社
会
と
産
業
コ
ー
ス

　

人
間
と
文
化
コ
ー
ス

　

情
報
コ
ー
ス

　

自
然
と
環
境
コ
ー
ス

◆
半
年
だ
け
の
在
学
も
可
能
で
、
１

科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

　
　

一
流
の
講
師
に
よ
る
多
彩
な
約

３
０
０
の
科
目
が
あ
り
、
１
科
目

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
人

気
の
心
理
学
を
は
じ
め
、
外
国
語

も
充
実
。
学
ぶ
目
的
に
応
じ
て
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
「
資
格
に
必
要
な
単
位
だ
け
と

り
た
い
」「
入
っ
て
み
た
い
け
れ

ど
続
け
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
方
は
、
半
年
だ
け
在
学
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◆
負
担
が
少
な
い
授
業
料
が
魅
力
で
す

　
　

授
業
料
は
テ
キ
ス
ト
費
込
み
で

１
科
目
（
２
単
位
）
１
１
０
０
０

円
。
入
学
料
も
含
め
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
な
費
用
で
学
べ
ま
す
。
ま
た
半

年
ご
と
に
受
講
す
る
科
目
の
授
業

料
だ
け
を
払
う
仕
組
み
も
魅
力
の

一
つ
で
す
。

◆
札
幌
・
旭
川
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
ま
す

　
　

札
幌
と
旭
川
に
に
ミ
ニ
キ
ャ
ン

パ
ス
と
い
え
る
学
習
セ
ン
タ
ー
や

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、

講
師
か
ら
直
接
講
義
を
受
け
る
面

接
授
業
だ
け
で
な
く
、
サ
ー
ク
ル

活
動
と
い
っ
た
学
生
同
士
の
交
流

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全

国
の
面
接
授
業
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
資
料
は
無
料
で
進
呈
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
出
願
期
間

・
第
１
回

　
２
月
28
日
㈬
ま
で

・
第
２
回

　
３
月
１
日
㈭
～
20
日
㈫

◆
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
１
（
７
３
６
）
６
３
１
８

※
日
曜
・
祝
日
は
お
休
み
で
す
。

　
無
料
法
律
相
談

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
法
律

で
お
悩
み
の
方
に
無
料
法
律
相
談

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

◆
日　
　

時

　
２
月
16
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時

◆
場　
　

所

　

町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ

る
る
」
相
談
室

◆
内　
　

容

　

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ

る
30
分
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

無
料
（
定
員
６
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
１
３
２
２

　

申
告
・
納
税
相
談
（
個
人
事
業
）

　
　

平
成
29
年
分
の
決
算
お
よ
び
申

告
書
（
消
費
税
含
む
）
の
計
算
や

記
載
方
法
に
つ
い
て
個
別
に
応
じ

ま
す
。

◆
期

間

　
２
月
1
日
㈭
～
４
月
２
日
㈪（
土・

日
・
祝
日
を
除
く
）

◆
時

間

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

※
3
月
15
日
㈭
お
よ
び
4
月
2
日
㈪

は
正
午
ま
で
で
す
。

◆
場

所

　

栗
山
商
工
会
議
所

◆
納
付
期
限

・
申
告
所
得
税　

3
月
15
日
㈭

・
消
費
税　

4
月
2
日
㈪

◆
振
替
納
付

・
申
告
所
得
税　

4
月
20
日
㈮

・
消
費
税　

4
月
25
日
㈬

◆
延
納
期
限

・
申
告
所
得
税　
５
月
31
日
㈭

※
振
替
納
税
利
用
者
も
同
日
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
商
工
会
議
所　

　

☎
�
１
２
７
８

　　

町
へ

【
金
一
封
】

◇
総
務
寄
附
金
と
し
て

　

象
堂
流
栗
山
詩
吟
会
・
栗
山
詩

吟
会　

　

く
り
の
さ
と
へ

【
金
一
封
】

◇
中
田　

義
明
さ
ん
（
由
仁
町
）

◇
山
口　
　

茂
さ
ん
（
岩
見
沢
市
）

◇
折
口
由
美
子
さ
ん
（
継
立
）

◇
玉
村　

毬
子
さ
ん
（
角
田
）

◇
尾
江　

弘
二
さ
ん
（
雨
煙
別
）

【
物　

品
】

◇
磯
野　

武
司
さ
ん
（
中
央
4
）

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品

　

泉
徳
苑
・
一
草
庵
へ

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
太
田　

欣
仁
さ
ん
（
松
風
２
）

◇
ケ
ー
ナ
の
会

【
寄　

附
】

◇
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン

グ
株
式
会
社

◇
Ｊ
Ａ
青
年
部

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品

◇
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な

の
花
薬
局
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や
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氏　
名　

 

月 

日　  

父
母
名   　
住
所

梅
津　

悠ゆ
う
だ
い大

12/7
　
　
　
　
　

松
風
3

原
田　

舞ま
い
里り

12/9
　
　
　
　
　

松
風
４

背
戸　

泰た
い
し士

12/19
　
　
　
　
　

雨
煙
別

鹿
島　

結ゆ

い生
1/7
　
　
　
　
　

中
央
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

良

平

り

さ

恭

兵

美

希

【
12
月
16
日
～
1
月
15
日
届
出
分
】

お
め
で
た

相

談

【
12
月
16
日
～
1
月
15
日
届
出
分
】

　
氏　
名　

 
齢  
月  
日           
世
帯
主   

住
所

安
藤　

信
雄 

99 
11/28 
本
人 

松
風
3

藤
森　

敏
子 

82 

12/18 
本
人 
中　

里

藤
村　
　

勇 

87 

12/18 

本
人 
湯　

地

中
嶋　

笑
子 

83 

12/19 

本
人 

松
風
3

横
山　
　

正 

76 

12/28 

本
人 

松
風
4

髙
田　

幸
子 

74 

12/28 

本
人 

中　

里

河
田　

貞
夫 

90 

12/30 

本
人 

松
風
3

𠩤
田　

榮
子 

88 

1/1 

本
人 

松
風
２

嶋　
　

定
二 

63 

1/1 

本
人 

杵　

臼　

周
田　

俊
定 

77 

1/1 

本
人 

角　

田　

塩
﨑　

啓
正 

68 

1/2 

本
人 

松
風
4

中
川　

榮
子 

74 

1/6 

正
美 

北
学
田

鎌
倉　

修
吾 

94 

1/7 

本
人 

松
風
３

齋
藤
千
代
子 

95 

1/11 

本
人 

角　

田

天
野　

一
彦 

58 

1/14 

本
人 

桜
丘
１

小
寺　

和
子 

80 

1/14 
 

進   

中　

里

二
本
栁
喜
子 

77 

1/14 

勝
洋 

中　

里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
く
や
み

募

集

厚

志

千

晶

雄
一
郎

孝

子

　認認知症は特別な病気ではなく誰にでも起
こる可能性があります。オレンジカフェは介
護に不安がある方、地域の方が気軽に集まり、
抱えている悩みなどの話ができる、「憩いの
場」です。どなたでも参加可能ですので、お
気軽にお越しください。
　２月のテーマは「第２回キャンドル作り」
～手軽で簡単しかも可愛い～です。指先を使
いながら配色を考えたり、できあがりをイメー
ジしたりと、脳の活性化に効果が期待されま
す。ガーデンハウスではリハビリの一環とし
て小物作りを実施しており、その中でも特に
人気のキャンドル作りを一緒に楽しみます。

【 日 時 】
　2 月 21 日㈬　13：30 ～ 15：00

【場所・問い合わせ】
　ガーデンハウスくりやま（朝日4） ☎ 72-2600
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札
響
名
誉
音
楽
監
督
の
尾
高
忠
明
さ

ん
が
、
２
０
１
３
年
公
演
以
来
の
登
場

で
皆
さ
ま
に
札
響
サ
ウ
ン
ド
を
お
届
け

し
ま
す
。
第
１
部
は
豊
嶋
泰
嗣
さ
ん
に

よ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
、
第
２
部

は
尾
高
忠
明
さ
ん
の
選
曲
に
よ
る
特
別

バ
ー
ジ
ョ
ン
で
す
。

◆
日　
時

　

３
月
３
日
㈯　

開
場　

午
後
５
時
半

　
　
　
　
　
　
　

開
演　

午
後
６
時
半

◆
場　
所　
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
入
場
料

◇
大
人

　

前
売
券　
　
　

２
０
０
０
円

　

当
日
券　
　
　

２
５
０
０
円

◇
高
校
生
以
下　

　

前
売
券　
　
　
　

５
０
０
円

　

当
日
券　
　
　
　

７
０
０
円

◆
持
ち
物　
上
靴
ま
た
は
ス
リ
ッ
パ
、
靴
袋　
　

◆
販
売
先

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」、

二
学
期
の
復
習
に
励
む

小
・
中
学
校
で
冬
休
み
学
習
会

町
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
冬
休

み
中
も
子
ど
も
た
ち
に
望
ま
し

い
生
活
習
慣
や
学
習
習
慣
を
身
に
つ
け

て
も
ら
お
う
と
、
地
域
の
方
の
協
力
を

得
て
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
や

栗
山
高
等
学
校
の
生
徒
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
国
語

や
算
数
、
数
学
の
問
題
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
参
加
し
た
植
村
一い

つ
き葵
く
ん
（
栗

山
小
３
年
）
は
「
介
護
福
祉
学
校
の
お

兄
さ
ん
が
算
数
の
解
き
方
を
教
え
て
く

れ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
１
月
11
日
）

耳
を
澄
ま
せ
木
札
取
り
合
う

全
町
子
ど
も
か
る
た
大
会

全
町
子
ど
も
か
る
た
大
会
が
、
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。
小
学
生
５
チ
ー
ム
と
中
学

生
３
チ
ー
ム
の
計
８
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
月
13
日
）

◆
大
会
の
成
績

◇
小
学
生
の
部
優
勝　

栗
山
Ａ
チ
ー
ム

　
（
櫻
井
あ
ず
き
、
櫻
井
耕
作
、
櫻
井

こ
み
ち
）

◇
中
学
生
の
部
優
勝　

栗
山
Ａ
チ
ー
ム

　
（
岡
山
真
子
、片
岡
え
り
、櫻
井
旅
人
、

越
前
谷
拓
翔
） 　
　
　
　
（
敬
称
略
） 指揮　尾高 忠明さん

∮

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」、

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
南
部
公

民
館
、
白
光
堂
楽
器
店
、
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
ほ
か

◆
曲　
目

◇
第
１
部

・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
ニ
長
調

　

ｏ
ｐ
35

◇
第
２
部

・「
く
る
み
割
り
人
形
」
組
曲
よ
り

小
序
曲
、
ト
レ
パ
ッ
ク
、
花
の
ワ

ル
ツ

・「
白
鳥
の
湖
」
よ
り

情
景
、
ワ
ル
ツ
、
４
羽
の
白
鳥
の
踊

り
、
終
曲

◆
内　
容

◇
指　

揮　

尾
高
忠
明
さ
ん

◇
独　

奏　

豊
嶋
泰
嗣
さ
ん

◇
管
弦
楽　

札
幌
交
響
楽
団

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

独奏　豊嶋 泰嗣さん

打
楽
器
で
音
の
舞
楽
し
む

参
加
型
音
楽
イ
ベ
ン
ト

「
デ
リ
バ
リ
ズ
ム
」

参
加
型
音
楽
イ
ベ
ン
ト
「
デ
リ
バ

リ
ズ
ム
」
が
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ

ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。

町
民
や
関
係
者
な
ど
約
１
８
０
人
が

参
加
。
プ
ロ
ド
ラ
マ
ー
の
菅
沼
孝
三

さ
ん
が
カ
ホ
ン
な
ど
の
打
楽
器
を
紹

介
し
た
後
、
参
加
者
全
員
で
リ
ズ
ム

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、
和
太
鼓
チ
ー

ム
「
艶え

ん

び

か

ぶ

ら

美
火
舞
羅
」
と
演
奏
し
ま
し

た
。
初
め
て
カ
ホ
ン
を
体
験
し
た
狩
野

菜な

の

は

乃
芭
ち
ゃ
ん（
栗
山
小
１
年
）は「
少

し
手
が
痛
く
な
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ

た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。（
１
月
20
日
）
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「                     」

第 30 回札響ひなまつりコンサート

力
強
く
の
び
の
び
と
書
き
上
げ
る

継
立
小
学
校
で
書
き
初
め
大
会

継
立
小
学
校
で
は
、
土
曜
日
の
教

育
活
動
の
一
環
と
し
て
、
町
内

在
住
で
書
家
の
奥
田
秋し

ゅ
う
こ湖
さ
ん
を
講
師

に
招
き
、
書
き
初
め
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
参
加
し
た
児
童
44
人
は
、
学
年

ご
と
に
異
な
る
課
題
の
文
字
を
、
思
い

思
い
に
書
き
上
げ
ま
し
た
。
参
加
し
た

５
年
生
の
佐
藤
夏か

ず

な

珠
茄
さ
ん
は
「『
平

和
な
国
』
の
『
な
』
が
ひ
ら
が
な
な
の

で
簡
単
か
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
実
際

に
書
い
て
み
た
ら
難
し
か
っ
た
で
す
。

で
も
、
自
分
ら
し
く
書
く
こ
と
が
で
き

た
の
で
良
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
１
月
20
日
）

◆
新
し
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
購
入
の
お
知
ら
せ

◇
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル（
子
ど
も
向
け
映
画
）

◇
ロ
ミ
オ
の
青
い
空
（
子
ど
も
向
け

映
画
）

◇
ハ
ル
を
さ
が
し
て（
大
人
向
け
邦
画
）

　

こ
の
ほ
か
８
点
購
入
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
館
内
で
の
み
視
聴
可
能
で
す

◆
今
月
の
特
集
コ
ー
ナ
ー
紹
介

　

テ
ー
マ
に
関
連
し
た
図
書
を
各
特
集

コ
ー
ナ
ー
に
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◇
内　

容

・
一
般
書
テ
ー
マ
「
チ
ャ
ン
プ
は
こ
れ

だ
！
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
る
!?
」

・
児
童
書
テ
ー
マ
「
チ
ョ
コ
！
っ
と
あ

ま
～
い　

お
か
し
の
本
」

◇
期　

間　

２
月
28
日
㈬
ま
で

◇
場　

所　

町
図
書
館
特
集
コ
ー
ナ
ー

※
一
般
書
は
入
っ
て
す
ぐ
左
の
棚
、
児

童
書
は
カ
ウ
ン
タ
ー
正
面
の
棚
に

あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
図
書
館　

☎
�
６
０
５
５

図
書
館
へ
行
こ
う
！

尾高＆豊嶋コンビによる
〈オール・チャイコフスキープログラム〉



栗山町の
農業について

詳しく知りたいな

　「
体
調
改
善
＆
貯
筋
体
操
」
講
座

◆
日　
時

　

３
月
９
日
㈮
、
16
日
㈮
、
23
日
㈮

　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場　
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
内　
容

　

体
操
、セ
ル
フ
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
で
健
康
な
体
づ

く
り

◆
受
講
料　
６
０
０
円
（
３
回
分
）

◆
持
ち
物

　

長
い
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
動
き
や
す

い
服
装
、
５
本
指
靴
下
（
無
い
方
は

裸
足
）

◆
定　
員　
20
人

◆
講　
師

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　

大
場　

杏
さ
ん

◆
申
込
期
限

　

３
月
２
日
㈮

加
募

参

集
！

天気予報って
全然当たらない……

週間予報って
意味あるの？

最近よく聞く
外来種って

どんな生き物が
いるんだろう？

旬じゃない季節でも
新鮮な野菜が手に入るけど

どういう技術が
使われているんだろう？

友田多喜雄氏の略歴
1931 年　東京本郷に生まれる。
　 45 年　士別に入植。約 20 年間開拓生活を送り、
　　　　   この間に詩と評論を書き始める。
　 66 年　新しい子どもの歌創作全国コンクールで
　　　　   特賞を受賞
　 69 年　「詩法　ベトナム反戦と愛の詩集」で
　　　　　第 2 回小熊秀雄賞を受賞
　 90 年　栗山へ移住。翌年、一度に 70 点近い
　　　　   コレクションを展示する美術展を年 2 回
　　　　   ペースで始めた。
　 96 年　第１回ヤム・二・ウシ美術展を開始

大
人
に

な
っ
て
か
ら
の

勉
強
会
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【
３
回
】

問
題
視
さ
れ
る
外
来
種
の
陰
で

身
近
に
迫
る
意
外
な
外
来
種

◇
日　
時　
３
月
７
日
㈬

　

午
後
７
時
～
８
時
半

◇
講　
師

　

北
海
道
爬
虫
両
棲
類
研
究
会

　

徳
田　

龍
弘
会
長

そんな疑問に、お答えします！
【
１
回
】

栗
山
町
の
農
村
の
成
り
立
ち

◇
日　
時　
２
月
23
日
㈮

　

午
後
７
時
～
８
時
半

◇
講　
師

　

北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院

　

坂
下　

明
彦
教
授

【
４
回
】

天
気
予
報
の
活
用
術
！

◇
日　
時　
３
月
９
日
㈮

　

午
後
７
時
～
８
時
半

◇
講　
師

　
酪
農
学
園
大
学
農
食
環
境
学
群
・

環
境
共
生
学
類

　

馬
場　

賢
治
准
教
授

町民ふれあい講座

【申込先・問い合わせ】
　カルチャープラザ
　「Eki」　☎ 73-3333

【
２
回
】

新
鮮
な
野
菜
を
新
鮮
な
ま
ま
で

届
け
る
た
め
に

◇
日　
時　
２
月
26
日
㈪

　

午
後
７
時
～
８
時
半

◇
講　
師

　

酪
農
学
園
大
学
農
食
環
境
学
群
・

食
と
健
康
学
類

　

樋
元　

淳
一
教
授

◆
場　
所

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
対　
象　
18
歳
以
上

◆
受
講
料　

１
５
０
０
円（
全
４
講
座
）

◆
定　

員　

20
人

◆
申
込
期
限　

２
月
19
日
㈪

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

　
友
田
さ
ん
は
、
詩
人
、
児
童
文
学
者

と
し
て
作
品
を
作
る
と
き
に
は
、
美
し

い
絵
や
音
楽
や
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が

必
要
と
い
う
思
想
か
ら
、
世
界
中
の
巨

匠
の
絵
画
を
は
じ
め
、
民
俗
学
的
な

種
々
の
工
芸
品
な
ど
を
収
集
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
数
は
約
２
０
０
０
点
に
も
の

ぼ
り
ま
す
。

　
ヤ
ム
・
ニ
・
ウ
シ
美
術
展
は
、
収
集

し
た
作
品
を
皆
さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ

こ
う
と
企
画
し
、
小
規
模
な
が
ら
も
広

く
町
民
に
親
し
ま
る
美
術
展
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
87
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　　
最
終
回
と
な
っ
た
ヤ
ム
・
ニ
・
ウ
シ

美
術
展
「
北
海
道
の
版
画
家
た
ち
展
」

が
、
１
月
10
日
か
ら
21
日
ま
で
町
図
書

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
ふ
く
ろ
う
や
ハ

ク
チ
ョ
ウ
な
ど
の
絵
本
で
知
ら
れ
る
木

版
の
手
島
圭
三
郎
さ
ん
が
描
い
た
「
し

ま
ふ
く
ろ
う
」
や
、
木
の
瀬
博
美
さ
ん

の
「
心
の
旅
」
な
ど
25
点
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
に
置
か
れ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
「
長
年
に
わ
た
り
貴
重
な
所
蔵

作
品
を
公
開
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
な
ど
の
感
謝
の
言
葉
や

「
美
術
展
を
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
た
」

と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
１
月
14
日
に
町
図
書
館
で
友
田
さ
ん

の
文
化
講
演
会
が
開
か
れ
、
作
品
に
魅

了
さ
れ
た
約
50
人
の
フ
ァ
ン
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
友
田
さ
ん
は
「
作
者
の
知
名
度
に
と

ら
わ
れ
ず
、
自
分
が
美
し
い
と
思
っ
た

物
は
美
し
い
と
言
っ
て
ほ
し
い
。
名
の

無
い
作
者
が
道
端
で
売
っ
て
い
る
物
で

も
美
し
い
物
は
あ
る
。
美
し
い
物
を
見

る
こ
と
で
、
心
に
ゆ
と
り
と
生
活
に
潤

い
が
与
え
ら
れ
、
苦
し
い
と
き
や
悲
し

い
と
き
に
は
心
を
慰
め
ら
れ
、
克
服
す

る
力
も
与
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
87
回
の

開
催
で
一
度
も
作
品
が
盗
ま
れ
な
か
っ

た
。
い
か
に
、
栗
山
町
の
町
民
が
善
良

で
あ
る
か
。
町
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た

い
」
と
栗
山
の
暮
ら
し
と
美
術
に
つ
い

て
感
じ
た
こ
と
や
芸
術
の
素
晴
ら
し
さ

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

ヤ
ム
・
ニ
・
ウ
シ
美
術
展
と

友
田
多
喜
雄
さ
ん
の
歩
み

友田先生、今まで
ありがとうございました！

　

普
段
な
か
な
か
聞
く
こ
と
が
で
き
な

い
大
学
な
ど
の
先
生
の
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

　

地
域
の
活
動
や
仕
事
、
趣
味
に
役
立

つ
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

くりやま
地域大学

ヤ
ム
・
ニ
・
ウ
シ
美
術
展

友
田
多
喜
雄
文
化
講
演
会

美
し
い
も
の
と
栗
山
の
く
ら
し



a coming of age ceremony in Kuriyama Town
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人のうごき
人口  12,037 人  （ －25）

平成30年1月1日現在　（　）内は前月比　

男  5,591 人  （ －12）　女  6,446  人  （ －13） 世帯数  5,901  世帯  （ －17 ）

編
集
担
当
者
の

ひ
と
り
ご
と

▼
継
立
小
学
校
の
「
全
校
書
き
初
め

大
会
」
と
「
デ
リ
バ
リ
ズ
ム
」
を
取

材
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
書
き
初

め
大
会
で
は
秋

し
ゅ
う

湖こ

書
道
教
室
の
奥

田
秋
湖
先
生
も
仰
っ
て
い
ま
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
は
、
書
け
ば
書
く

ほ
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
が
上

手
に
な
っ
て
い
き
、
集
中
力
も
あ
っ

て
、
す
ご
か
っ
た
で
す
。
デ
リ
バ

リ
ズ
ム
で
は
、
菅
沼
孝
三
さ
ん
が
カ

ホ
ン
の
魅
せ
る
た
た
き
方
を
実
際
に

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
交
え
な
が
ら
伝

授
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
も
ノ
リ

ノ
リ
で
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
の
み
込
み
の
早
さ
を

見
習
い
た
い
と
思
い
ま
す
。（
熊
谷
）

▼
角
田
獅
子
舞
「
か
が
り
火
舞
」
の

取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
で

見
納
め
と
な
る
こ
と
は
想
定
外
で

し
た
が
、
地
元
の
郷
土
芸
能
を
お

伝
え
す
べ
く
2
・
3
ペ
ー
ジ
に
記

し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ま
た
、「
成
人
式
の
写
真
は

カ
ラ
ー
で
」
と
い
う
要
望
が
多
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
ペ
ー
ジ
に
晴

れ
や
か
な
新
成
人
の
写
真
を
掲
載
し

ま
し
た
。
実
行
委
員
を
は
じ
め
と
す

る
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
を
撮
影
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ど
う
か
捨
て
ず
に
記
念

の
1
冊
と
し
て
保
存
し
て
い
た
だ

け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。 

（
田
畑
）
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